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NCCN子宮頸癌委員会メンバー 

ガイドライン更新の要約 

臨床病期（CERV-1） 

IA1期（脈管侵襲なし）、IA1期（脈管侵襲あり）およびIA2期、IB1期および一部のIB2期 

（妊孕性温存）（CERV-2） 

IA1期（脈管侵襲なし）、IA1期（脈管侵襲あり）およびIA2期（妊孕性非温存）（CERV-3） 

IB1期、IB2期およびIIA1期（妊孕性非温存）（CERV-4） 

IB3期およびIIA2期（妊孕性非温存）（CERV-4） 

IB3期、IIA2期、IIB期、III期およびIVA期（CERV-6） 

単純子宮全摘出術後に偶然浸潤癌が発見された場合（CERV-9） 

サーベイランス（CERV-10）

局所/領域再発（CERV-11） 

IVB期または遠隔転移（CERV-12） 

病理学的評価の原則（CERV-A） 

画像検査の原則（CERV-B） 

評価および外科的病期診断の原則（CERV-C） 

放射線療法の原則（CERV-D） 

リンパ節転移陰性、断端陰性、子宮傍結合織浸潤陰性の症例における広汎子宮全摘出術後の

骨盤照射に関する Sedlis criteria（CERV-E） 

子宮頸癌に対する全身療法レジメン（CERV-F） 

病期分類（ST-1） 

このNCCN子宮頸癌ガイドラインには、子宮頸部に発生した扁平上皮癌、腺扁平上皮癌および 

腺癌の管理方針が記載されている。 

臨床試験：NCCNは、すべてのがん
患者にとって最良の管理法は臨床試
験にあると考えている。臨床試験へ
の参加が特に推奨される。 

NCCN加盟施設における臨床試験の
オンライン検索はこちらから：

nccn.org/clinical_trials/clinicians.aspx.

NCCNのエビデンスとコンセンサス
によるカテゴリー：特に指定のない
限り、すべての推奨はカテゴリー2A

である。 

NCCNのエビデンスとコンセンサス
によるカテゴリーを参照 

NCCNの望ましさによるカテゴリー：

いずれの推奨も適切と考えられる。 

NCCNの望ましさによるカテゴリー
を参照 

NCCN GUIDELINES®は、エビデンスと現在受け入れられている治療方針に対する見解についての著者らの合意を記述したものである。NCCNガイドラ
インを適用または参照する臨床医には、患者のケアまたは治療法の決定において、個々の臨床状況に応じた独自の医学的判断を行うことが期待され
る。National Comprehensive Cancer Network®（NCCN®）は、その内容、使用、または適用に関して、意見陳述ないし保証を行うものではなく、い
かなる場合においても、その適用または使用について一切責任を負わない。NCCNガイドラインの著作権はNational Comprehensive Cancer 
Network®にある。無断転載を禁止する。NCCNの明示の書面による許諾なく、NCCNガイドラインおよびここに含まれるイラストを複製すること
は、いかなる形態においても 禁じられている。©2019
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続く 

NCCN 子宮頸癌ガイドライン 2019 年第 3 版から 2019 年第 4 版への更新は以下の通りである： 

全体 

• 2018年改訂版のFIGO（International Federation of Gynecology and Obstetrics）外科的病期分類の内容を盛り込むべくアルゴリズムが改訂され
た。病期分類の表も更新された（ST-1）。 

• FIGO分類に関する次の参考文献を適宜脚注等に追記した: 「Bhatla N, Aoki D, Sharma DN, et al. FIGO Cancer Report 2018. Cancer of the 

cervix uteri. Int J Gynecol Obstet 2018;143(Suppl):22-36.」 

CERV-10 
• 脚注「bb」が新たに追加された：「骨盤照射を受けた患者では細胞診の結果の精度が低下する可能性がある。」 

CERV-B 画像検査の原則 

• 再発または転移が疑われる場合 

全身PET/CTを考慮する。 

骨盤MRIを考慮する を選択肢として追加した。 

MS-1 
• 2018改訂版のFIGO外科的病期分類の内容を反映させるべく、考察の節が更新された。 

CERV-A 病理学的評価の原則 
• 癌腫の病理学的評価 
子宮：「mm 単位で長軸方向/縦の水平方向の範囲（2018 年版 FIGO 分類には含まれていない 2）」 
リンパ節（切除した場合）：新しい下位項目が追加された：「孤立性腫瘍細胞は pN0（i+）として記録する」 

• 脚注「b」が変更された：「Ultrastagingとしては一般的に、肉眼的陽性のSLNの連続した薄切片の作製とSLNの全ブロックに対する複数のH&E染色
切片の検討．．．」 

CERV-C 評価および外科的病期診断の原則 
• 脚注「a」が新たに追加された：「病期別の推奨は2018年改訂版のFIGO分類に基づいている（Bhatla N, Aoki D, Sharma DN, et al.  FIGO 

Cancer Report 2018. Cancer of the cervix uteri. Int J Gynecol Obstet 2018;143(Suppl):22-36.）。ただし、本項で引用している試験データは
2009年版のFIGO分類に基づくものである。」 

• 表1（初回治療としての子宮頸癌の切除）および表2（遠隔転移のない局所再発子宮頸癌の切除）が大幅に変更された。 
• double barrel wet colostomyの参考文献として脚注「k」を追加した：「Backes FJ, Tierney BJ, Eisenhauer EL, et al.Complications after 

double-barreled wet colostomy compared to separate urinary and fecal diversion during pelvic exenteration: time to change back? Gynecol 
Oncol. 2013;128:60-64.」 

CERV-2 
• 脚注「f」が変更された：「IB1IB期に対する妊孕性温存手術については、腫瘍径が2cm以下の病変について最もよく妥当性が検証されている。小細胞
型の神経内分泌腫瘍および悪性腺腫胃型腺癌（最小偏倚腺癌または悪性腺腫としても知られる）は、この種の手術に適した腫瘍とはみなされない。」 
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NCCN 子宮頸癌ガイドライン 2019 年第 2 版から 2019 年第 3 版への更新は以下の通りである： 
 
CERV-C 1 of 7 評価および外科的病期診断の原則 
• 子宮頸癌の治療のための切除術の種類および適切性：次の項目が追加された： 
 広汎子宮全摘出術の標準かつ従来のアプローチは開腹手術である。本ガイドラインでは、広汎子宮全摘出術が開腹手術と腹腔鏡下の低侵襲手術
（MIS）のいずれのアプローチでも施行でき、腹腔鏡下のアプローチとしては従来法とロボット支援下手術があることを過去に繰り返し述べてき
た。しかしながら、いくつかの重要な報告によって、開腹アプローチと MIS アプローチの間で想定されていた治療上の同等性に対して疑問が呈さ
れている。低侵襲の広汎子宮全摘出術は開腹下の腹式広汎子宮頸部摘出術と比較して DFS 率および OS 率が低下することが、ランダム化試験によ
って前向きに確認された。さらに、最近報告された疫学研究でも、IA2～IB1 期の子宮頸癌患者では低侵襲の広汎子宮全摘出術は開腹手術と比べて
OS の短縮につながることが実証された。詳細については考察を参照のこと。 

 早期子宮頸癌患者を対象としたランダム化比較試験において低侵襲アプローチは開腹手術と比較して生存期間が有意に短かったという最近発表さ
れた知見を考慮すれば、それぞれの外科的アプローチの短期および長期成績と腫瘍学的なリスクについて、患者のカウンセリングを入念に行うべき
である。 

MS-1 
• アルゴリズムの変更を反映させるべく考察の節が更新された。 

NCCN 子宮頸癌ガイドライン 2019 年第 1 版から 2019 年第 2 版への更新は以下の通りである：  
全体 
• ガイドライン全体を通して推奨が変更された：「シスプラチンプラチナ製剤を含む同時化学療法」 

CERV-4 
•  脚注「q」が変更された：シスプラチンを単剤（シスプラチンに耐えられない場合はカルボプラチン）またはシスプラチン＋フルオロウラシルとして使
用するシスプラチンベースのプラチナ製剤を含む同時化学療法をEBRTと併用する。 

CERV-A  病理学的評価の原則 
• 新たな節として追加された。この節には広汎子宮全摘出術後の病理学的評価に関する推奨が記載されている。 

CERV-C 評価および外科的病期診断の原則 
• 子宮頸癌の治療のための切除術の種類および適切性 
3番目の項目が変更された：「 FIGO 分類で IA2 期、IB 期、IIA 期 IB1 期および一部の IB2/IIA1 期で妊孕性温存を希望しない患者の治療としては、広汎
子宮全摘出術＋両側骨盤リンパ節郭清（±SLN マッピング）が望ましい。」 

CERV-D 放射線療法の原則 
• このセクションは大幅に変更された。 

CERV-F 子宮頸癌に対する全身療法レジメン 
• NCCNの望ましさによるカテゴリーがすべての推奨されるレジメンに適用された。 
•  脚注「c」が変更された：「これらの薬剤は、使用歴がなく臨床的に適切であれば、二次治療に用いることができる。」 

MS-1 
• アルゴリズムの変更を反映させるべく考察の節が更新された。 
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UPDATES 
 

NCCN 子宮頸癌ガイドライン 2018 年第 1 版から 2019 年第 1 版への更新は以下の通りである： 

CERV-1 
• 精査： 

9 番目の項目：「麻酔下での膀胱鏡…を考慮」に変更された。以前はこ

の推奨は「任意」として記載されていた。 

「妊孕性温存の選択肢を考慮」が追加された。 

CERV-10 
• サーベイランス；最後の箇条書き：性的健康に関する患者教育として、ホル
モン補充療法が追加された。 

CERV-B 評価および外科的病期診断の原則 
• 明確化のため、本節全体を通して改訂がなされた。 
1 of 7 
• 3番目の項目が変更された：「... ロボット支援下手術がある。早期子宮頸癌の女
性を対象として腹腔鏡手術を開腹術と比較したランダム化比較試験で腹腔鏡手
術の方が生存期間が有意に不良であったとする結果が最近報告されたことを考
慮すると、更なるデータが入手可能になるまでは、これらの外科的アプローチ
それぞれのリスクとベネフィットに関して、患者に丁寧なカウンセリングを行
うべきである。Querleu & Morrow の分類は...」 

• 箇条書きの項目が追加された：「 病期診断のための傍大動脈リンパ節郭清は、
典型的には下腸間膜動脈（IMA）の高さまで行う。頭側の郭清範囲は、臨床所
見と画像所見に基づいて調整できる。」 

7 of 7 
• 2つの新たな参考文献が追加された： 
Ramirez PT, Frumovitz M, Pareja R, et al. Phase III randomized trial of 

laparoscopic or robotic versus abdominal hysterectomy in patients with 
early-stage cervical cancer: LACC Trial. Society of Gynecologic 
Oncology Annual Metting on Women's Cancer; New Orleans 2018. 

Margul DJ, Yang J, Seagle BL, et al. Outcomes and costs of open, 
robotic, and laparoscopic radical hysterectomy for stage IB1 cervical 
cancer. J Clin Oncol 36, 2018 (suppl; abstr 5502). 

CERV-2 
• 初回治療（妊孕性温存） 
 IA1 期 脈管侵襲あり および IA2 期：両方の治療の推奨として、「±傍

大動脈リンパ節サンプリング（カテゴリー2B）」が削除された。
CERV-3 の初回治療（妊孕性非温存）下の IA1 期 脈管侵襲あり およ
び IA2 期に対しても同様の変更が行われた。 

 IB1 期：「…±傍大動脈リンパ節サンプリング郭清」に改訂された。
CERV-4 の初回治療（妊孕性非温存）下でも同様に改訂された。また、
CERV-4 の初回治療（妊孕性非温存）のすべての病期に対して同じ変更
が行われた。 

• 脚注「i」が新たに追加された：「生殖内分泌学の不妊治療専門医へのコンサル
テーションを勧める。」 
 

CERV 5 
• リンパ節転移陰性、断端陰性、子宮傍結合織浸潤陰性：「高リスク危険因
子（すなわち、Sedlis criteria tを満たす大きさの原発腫瘍、間質浸潤、脈
管侵襲［カテゴリー1］）の組合せに応じて、骨盤照射」に改訂された。 

• 外科的病期診断で傍大動脈リンパ節転移陽性；転移巣を検索するための画像
検査：「傍大動脈リンパ節拡大照射野での外照射＋シスプラチンを含む同時
化学療法＋骨盤照射±小線源治療」に改訂された。 

• 脚注が削除された：「Sedlis criteriaを満たす高リスクの病理学的特徴を認める
かリンパ節転移または子宮傍結合織浸潤が陽性である状況で子宮頸部摘出術
を受ける患者は、もはや妊孕性維持のための子宮温存の適応にはならない。」 

CERV-C 放射線療法の原則 
• 明確化のため、本節全体を通して改訂がなされた。 
1 of 5 
• 外照射療法：箇条書きの項目が追加された：「子宮傍結合織/骨盤側壁に大き
な病変がある一部の症例では、初回の全骨盤照射が完了した後に子宮傍結合
織への照射を考慮すべきである。」 

CERV-7 
• 脚注「ｖ」：新たに参考文献が追加された、Kim JY, Kim JY, Kim JH, et al. 

Curative chemoradiotherapy in patients with stage IVB cervical cancer 
presenting with paraortic and left supraclavicular lymph node 
metastases. Int J Radiat Oncol Biol Phys 2012;84:741-747. 

CERV-E 全身療法レジメン 
• 化学放射線療法（望ましいレジメン）：「患者がシスプラチンに耐えら
れない場合はカルボプラチン」が選択肢として追加された。 

• 再発例または転移例に対する一次治療としての多剤併用療法：「シスプ
ラチン/ゲムシタビン（カテゴリー3）」が選択肢から削除された。 

 

 

 

   

CERV-9 
• 断端陰性；画像上陰性に新たなチャート分岐が追加された：「子宮摘出標本
がSedlis criteria を満たさない場合は任意」 
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精査 臨床病期 

IA1 期 

初回治療（妊孕性温存）

（CERV-2）を参照 

 病歴と診察 

 血算（血小板を含む） 

 子宮頸部生検、病理学的検討 a 

 適応があれば円錐切除診 b 

 肝機能検査/腎機能検査 

 画像検査 c 

 適応があれば禁煙および 

カウンセリング介入 

 HIV 検査を考慮 d 

• 麻酔下での膀胱鏡/直腸鏡検査 e 

を考慮（IB3 期以上） 
• 妊孕性温存の選択肢を考慮 

IA2 期 

IB1 期 

IB2 期 

初回治療（妊孕性温存）

（CERV-2）を参照 

IB3 期 

IIA2 期 

初回治療（CERV-4）および

（CERV-6）を参照 

IIB 期 

III 期 

IVA 期 

初回治療（CERV-6）を参照 

単純子宮全摘出術の際に偶然 

浸潤癌が発見された場合 
治療（CERV-9）を参照 

a 病理学的評価の原則（CERV-A）を参照のこと。 
b 円錐切除診の適応に関する考察を参照のこと。 
c画像検査の原則（CERV-B）を参照のこと。 
d HIV 検査を考慮すること（特に若年患者の場合）。HIV 陽性の子宮頸癌患者は、HIV 感染症の専門医に紹介すべきであり、その上で本ガイドラインに従って子宮頸癌を治療すべきで

ある。HIV 感染の状態のみに基づいて癌治療に対する変更を行ってはならない。 
e 膀胱/腸管浸潤が疑われる場合は、膀胱鏡/直腸鏡検査と生検が必要である。 

CERV-1 

本ガイドラインに記載された病期は、すべて 2018 年版の FIGO 分類に基づくものである（ST-1 を参照）。 

IIA1 期 

IVB 期 

 

治療（CERV-12）を参照 

初回治療（妊孕性非温存）

（CERV-3）を参照 

初回治療（妊孕性非温存） 

（CERV-3）および（CERV-4） 

を参照 

初回治療（妊孕性非温存）

（CERV-4）を参照 
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CERV-2 

初回治療（妊孕性温存）g,h 臨床病期 c 

IA1 期 

脈管侵襲なし 

円錐切除診 iで断端陰性 j 

（断片化のない標本で 3mm の陰性断端 jを確認するのが望ましい） 

（断端陽性の場合は、円錐切除診の再施行または子宮頸部摘出術） 

サーベイランス（CERV-10）

を参照 

円錐切除診 iで断端陰性 j 

（断片化のない標本で 3mm の陰性断端 jを確認するのが望ましい） 

（断端陽性の場合は、円錐切除診の再施行または子宮頸部摘出術） 

＋骨盤リンパ節郭清 

（センチネルリンパ節［SLN］マッピングを考慮）k 

または 

広汎子宮頸部摘出術＋骨盤リンパ節郭清 k 

（SLN マッピングを考慮）k 

IA1 期 

脈管侵襲あり 

および 

IA2 期 

手術所見（CERV-5）を参照 

広汎子宮頸部摘出術 

＋骨盤リンパ節郭清 k 

±傍大動脈リンパ節郭清 

（SLN マッピングを考慮）k,l 

IB1 期 f 

一部の IB2 期 f,k 

手術所見（CERV-5）を参照 

 

c 画像検査の原則（CERV-B）を参照のこと。 
f IB 期に対する妊孕性温存手術については、腫瘍径が 2cm 以下の病変について最もよく妥当性が検証されている。小細胞型の神経内分泌腫瘍および胃型腺癌（最小偏倚腺癌または

悪性腺腫としても知られる）は、この種の手術に適した腫瘍とはみなされない。 
g 小細胞神経内分泌腫瘍、胃型腺癌または悪性腺腫において妊孕性温存アプローチを支持するデータは得られていない。出産終了後の単純子宮全摘出術は、患者および医師の判断に
委ねられるが、パパニコロウ塗抹検査の持続的異常または HPV の慢性持続性感染がみられる症例には強く推奨される。 

h生殖内分泌学の不妊治療専門医へのコンサルテーションを勧める。 
i 診断目的での切除の方法としてはメスによる円錐切除術（CKC）が望ましいが、十分な切除縁と適切な方向が得られる場合は、loop electrosurgical excision procedure（LEEP）も

許容可能である。臨床的に適応がある場合は、頸管内掻爬（ECC）を追加するべきである。 
j  浸潤癌または組織学的に高度扁平上皮内病変（HSIL）について断端陰性。 
ｋ  評価および外科的病期診断の原則（CERV-C）を参照のこと。 
ｌ SLN マッピングについては、最良の検出率とマッピングの結果が得られるのは 2cm 未満の腫瘍である。 
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CERV-3 

臨床病期 c 生検結果 初回治療（妊孕性非温存） 

断端陰性かつ 

手術不能 
経過観察 

サーベイランス（CERV-10）

を参照 IA1 期 

脈管侵襲

なし 

円錐 

切除診 i 

断端陰性かつ 

手術可能 
筋膜外子宮全摘出術 k 

異形成または 

癌について 

断端陽性 

浸潤深度をより正確に評価して IA2/IB1 期病変を 

除外するために円錐切除診の再施行 iを考慮 

または 

筋膜外または準広汎子宮全摘出術 

＋癌について断端陽性の場合は骨盤リンパ節郭清 k

（リンパ節郭清についてはカテゴリー2B） 

（SLN マッピングを考慮）k 

手術所見（CERV-5）を参照 
 

準広汎子宮全摘出術 

＋骨盤リンパ節郭清 k 

（SLN マッピングを考慮）k 

または 

骨盤照射 m,n 

＋小線源治療 n,o,p 

手術所見（CERV-5）を参照 
 

IA1 期 

脈管侵襲 

あり 

および 
IA2 期 

 サーベイランス（CERV-10）

を参照 

c 画像検査の原則（CERV-B）を参照のこと。 
i 診断目的での切除の方法としてはメスによる円錐切除術（CKC）が望ましいが、十分な切除縁と適切な方向が得られる場合は、LEEPも許容可能である。臨床的に適応がある場合

は、ECCを追加すべきである。 

k 評価および外科的病期診断の原則（CERV-C）を参照のこと。 

m 放射線療法は、医学的に手術不能の症例または手術を拒否する症例に対する選択肢となりうる。 
n 放射線療法の原則（CERV-D）を参照のこと。 
o これらの線量は、通常の分割照射での総線量と低線量率（40～70cGy/h）小線源治療での等価線量に基づいて設定されたものであり、大半の症例において推奨される。正常組織の

耐容能、分割方法および標的体積の大きさに基づき治療法を修正すること（考察を参照）。 
p 従来のA点総線量は70～80Gyであろう。 
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CERV-4 

臨床病期 c 初回治療（妊孕性非温存） 

広汎子宮全摘出術＋骨盤リンパ節郭清 k 

（カテゴリー1） 
±傍大動脈リンパ節郭清（カテゴリー2B） 

（SLN マッピングを考慮）k,l 

または 
骨盤照射 m,n 

＋小線源治療（A 点総線量：80～85Gy）n,o 

±プラチナ製剤を含む同時化学療法 q 

手術所見（CERV-5）を参照 

IB1期、IB2期 
およびIIA1期 

サーベイランス（CERV-10）を参照 

根治的骨盤照射 n 

＋シスプラチンを含む同時化学療法 q 

＋小線源治療（A 点総線量 85Gy 以上）n,o 

（一次化学放射線療法ではカテゴリー1） 

または 
広汎子宮全摘出術 
＋骨盤リンパ節郭清 k 

±傍大動脈リンパ節郭清 
（カテゴリー2B） 
または 
骨盤照射 n 

＋プラチナ製剤を含む同時化学療法 q 

＋小線源治療 n,o,r 

＋補助療法としての子宮全摘出術 s（カテゴリー3） 

サーベイランス（CERV-10）を参照 

IB3 期および IIA2 期 

（初回手術以外の症例に 

対する追加の推奨につい
てはCERV-6 も参照） 

手術所見（CERV-5）を参照 

サーベイランス（CERV-10）を参照 

c 画像検査の原則（CERV-B）を参照のこと。 
k 評価および外科的病期診断の原則（CERV-C）を参照のこと。 

l SLNマッピングについては、最良の検出率とマッピングの結果が得られるのは2cm未満の腫瘍である。 
m  放射線療法は、医学的に手術不能の症例または手術を拒否する症例に対する選択肢となりうる。 
n  放射線療法の原則（CERV-D）を参照のこと。 
o これらの線量は、通常の分割照射での総線量と低線量率（40～70cGy/h）小線源治療での等価線量に基づいて設定されたものであり、大半の症例において推奨される。正常組織の
耐容能、分割方法および標的体積の大きさに基づき治療法を修正すること（考察を参照）。 

q シスプラチンを単剤（シスプラチンに耐えられない場合はカルボプラチン）またはシスプラチン＋フルオロウラシルとして使用するプラチナ製剤を含む同時化学療法をEBRTと併
用する。 

r 従来のA点総線量は75～80Gyであろう。 
s このアプローチは、病変の進展範囲、外照射に対する反応または子宮の解剖学的形態のために小線源治療では対象を十分にカバーできない患者において考慮できる。 
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手術所見 術後補助療法 

経過観察 

または 

危険因子（すなわち、Sedlis criteria tを満たす大きさの原発腫

瘍、間質浸潤、脈管侵襲［カテゴリー1］）の組合せに応じて、

骨盤照射 n 

±プラチナ製剤を含む同時化学療法 q 

（化学療法についてカテゴリー2B） 

リンパ節転移陰性、 

断端陰性、 

子宮傍結合織浸潤陰性 
サーベイランス

（CERV-10）を参照 

骨盤リンパ節転移陽性 

および/または 

断端陽性 

および/または 

子宮傍結合織浸潤陽性 

外照射 n＋プラチナ製剤を含む同時化学療法 q（カテゴリー1） 

±腟内小線源治療 n 

遠隔転移

陰性 拡大照射野での外照射 n＋

プラチナ製剤を含む 

同時化学療法 q 

±小線源治療 n 

外科的病期診断で

傍大動脈リンパ節

転移陽性 

転移巣を

検索する

ための画

像検査 b 
陰性 

適応があれば

疑わしい部位

の生検 

遠隔転移

陽性 

全身療法 u 

±個別化 EBRT n 
陽性 

c画像検査の原則（CERV-B）を参照のこと。 
n 放射線療法の原則（CERV-D）を参照のこと。。 

q シスプラチンを単剤（シスプラチンに耐えられない場合はカルボプラチン）またはシスプラチン＋フルオロウラシルとして使用するプラチナ製剤を含む同時化学療法をEBRTと併用

する。 
t 危険因子はSedlis criteriaに限定しなくともよい。Sedlis criteria（CERV-E）を参照のこと。 
u 子宮頸癌に対する全身療法レジメン（CERV-F）を参照のこと。 サーベイランス

（CERV-10）を参照 

CERV-5 
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臨床病期 初回治療 

骨盤照射 n 

＋プラチナ製剤を含む同時化学療法 q 

＋小線源治療 n 

（カテゴリー1） 

リンパ節 

腫脹陰性 

画像検査 

のみ c 

リンパ節 

腫脹陽性 

画像検査結果

（CERV-7）を参照 

または IB3 期、IIA2 期 

（これらの症例に対する別の推奨

についてはCERV-4を参照） 

IIB 期、III 期、IVA 期 

骨盤照射 n 

＋プラチナ製剤を含む同時化学療法 q 

＋小線源治療 n 

（カテゴリー1） 

陰性 

外科的病期分類 

（カテゴリー2B）： 

腹膜外または腹腔鏡下

リンパ節郭清 

リンパ節の状態

（CERV-8）を参照 
陽性 

c 画像検査の原則（CERV-B）を参照のこと。 

n 放射線療法の原則（CERV-D）を参照のこと。 

q シスプラチンを単剤（シスプラチンに耐えられない場合はカルボプラチン）またはシスプラチン＋フルオロウラシルとして使用するプラチナ製剤を含む同時化学療法を

EBRTと併用する。 

サーベイランス

（CERV-10）を参照 

CERV-6 

追加精査 
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画像検査結果 

 

骨盤照射 n 

＋プラチナ製剤を含む同時化学療法 q 

＋小線源治療 n 

（カテゴリー1） 

±傍大動脈リンパ節照射 n 

 
 

または 

骨盤リンパ節陽性； 

傍大動脈リンパ節 

陰性 

 

骨盤照射 n 

＋プラチナ製剤を含む同時

化学療法 q 

＋小線源治療 n 

（カテゴリー1） 

 

傍大動脈

リンパ節

転移陰性 

 

サーベイランス

（CERV-10）を参照 
腹膜外または腹腔鏡下

リンパ節郭清 v 
傍大動脈

リンパ節

転移陽性 

 

拡大照射野での外照射 n 

＋プラチナ製剤を含む 

同時化学療法 q 

＋小線源治療 n 

CT、MRI 

または PET で

リンパ節 

腫脹陽性 

（2018 FIGO 

分類 IIICr期）c 

骨盤リンパ節 

陽性；傍大動脈

リンパ節陽性 

 

遠隔転移 v； 

臨床的に適応があれ

ば生検による確認 

 

全身療法 u 

±個別化 RT n 

c 画像検査の原則（CERV-B）を参照のこと。 
n 放射線療法の原則（CERV-D）を参照のこと。 

q シスプラチンを単剤（シスプラチンに耐えられない場合はカルボプラチン）またはシスプラチン＋フルオロウラシルとして使用するプラチナ製剤を含む同時化学療法をEBRTと併用する。 
u 子宮頸癌に対する全身療法レジメン（CERV-F）を参照のこと。 
v 鎖骨上リンパ節のみに限局した遠隔転移を有する患者は、根治を期待できる。（Kim JY, Kim JY, Kim JH, et al. Curative chemoradiotherapy in patients with stage IVB cervical cancer 

presenting with paraortic and left supraclavicular lymph node metastases. Int J Radiat Oncol Biol Phys 2012;84:741-747.） 
w リンパ節切除が十分かどうかを確認するために術後画像検査（腹部/骨盤造影CTまたはMRI）を考慮すること。 

サーベイランス

（CERV-10）を参照 

 CERV-7 

 

初回治療 

 

http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/f_guidelines.asp
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外科的なリンパ節の状態 初回治療 

骨盤照射 n 

＋プラチナ製剤を含む同時化学療法 q 

＋小線源治療 n 

（カテゴリー1） 

外科的病期診断で骨盤

リンパ節転移陽性かつ

傍大動脈リンパ節転移

陰性（2018 年版 FIGO

分類 IIIC1p 期） 

遠隔転移

陰性 

拡大照射野での EBRT n 

＋プラチナ製剤を含む同時化学療法 q 

＋小線源治療 n 

臨床的に適

応があれば、

転移巣を検

索するため

の追加の画

像検査 c 

外科的病期診断で 

傍大動脈リンパ節 

転移陽性 

（2018 FIGO分類

IIIC2p期） 

陰性 

適応があれば

疑わしい部位

の生検を考慮 

遠隔転移

陽性 

全身療法 u 

±個別化 RT n 
陽性 

c 画像検査の原則（CERV-B）を参照のこと。 
n 放射線療法の原則（CERV-D）を参照のこと。 

q シスプラチンを単剤（シスプラチンに耐えられない場合はカルボプラチン）またはシスプラチン＋フルオロウラシルとして使用するプラチナ製剤を含む同時化学療法をEBRTと併用する。 
u 子宮頸癌に対する全身療法レジメン（CERV-F）を参照のこと。 

サーベイランス

（CERV-10）を参照 

CERV-8 
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単純子宮全摘出術後に偶然 

浸潤癌が発見された場合 

治療 

病理学的検討 脈管侵襲なし IA1 期 

骨盤照射 n 

＋小線源治療 n 

±プラチナ製剤を 

含む同時化学療法 q 

 
 
 
 

完全な傍結合織摘出

術/上部腟切除術 

＋骨盤リンパ節郭清

±傍大動脈リンパ節 

サンプリング 

（傍大動脈リンパ節 

サンプリングについ

てはカテゴリー2B） 

サーベイランス

（CERV-10）を参照 

断端陰性；

画像上 

陰性 経過観察 

 

リンパ節 

転移陰性； 

残存病変

なし 

 病歴と診察 

 血算（血小板を含む） 

 肝/腎機能検査 

 画像検査 c 

リンパ節転移陽性 

および/または 

断端陽性 

および/または 

子宮傍結合織浸潤

陽性 

骨盤照射 n 

（傍大動脈リンパ節 

転移陽性の場合は 

傍大動脈リンパ節

EBRT） 

＋プラチナ製剤を 

含む同時化学療法 q

（カテゴリー1） 

±個別化した小線源

治療 n（腟断端陽性

の場合） 

画像検査で 

リンパ節陰性 

断端陽性 x、 

肉眼的 

残存病変、 

画像上陽性 

または Sedlis 

criteria を満たす

原発腫瘍 y 

肉眼的腫脹リンパ

節に対する減量術

を考慮 

画像検査で 

リンパ節陽性 

c 画像検査の原則（CERV-B）を参照のこと。 
n 放射線療法の原則（CERV-D）を参照のこと。 

q シスプラチンを単剤（シスプラチンに耐えられない場合はカルボプラチン）またはシスプラチ

ン＋フルオロウラシルとして使用するプラチナ製剤を含む同時化学療法をEBRTと併用する。 

サーベイランス

（CERV-10）を参照 

CERV-9 

脈管侵襲を
伴う IA1 期 

または 
IA2/IB 期 

または 

断端陽性/
肉眼的 

残存病変 

x 切除断端に浸潤癌が認められる場合。 
y Sedlis criteria（CERV-E）を参照のこと。 

子宮摘出標本

が Sedlis 

criteria を満た

さない場合は

任意 y 

http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/f_guidelines.asp
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サーベイランス z 精査 

 定期的な病歴と診察 

各患者の再発リスクに基づき、最初の 2 年間

は 3～6 ヵ月毎、次の 3～5 年間は 6～12 ヵ月

毎、その後は 1 年毎 

 下部生殖器の腫瘍発見のために適応があれ

ば、1 年毎に子宮頸部/腟細胞診 aa,bb 

 再発を疑わせる症状または診察所見に基づき

適応があれば、画像検査 c,cc 

 再発を疑わせる症状または診察所見に基づき

適応があれば、臨床検査（血算、BUN、クレ

アチニン測定） 

 再発時の症状、定期的な自己検診、生活習

慣、肥満、運動、性的健康（腟拡張器の使用

と腟潤滑剤/保湿剤、ホルモン補充療法を含

む）、禁煙、栄養カウンセリング、ならびに

治療による長期および晩期の潜在的影響に関

する患者教育 

（NCCN Guidelines for Survivorshipおよび

NCCN 禁煙ガイドラインを参照） 

再発例の治療（局所/領域再発）

（CERV-11）を参照 

治療抵抗例

または 

再発例 

 臨床的に適応があれば 

追加の画像検査 c 

 一部の症例では外科的 

検索 

再発例の治療（遠隔転移）

（CERV-12）を参照 

c 画像検査の原則（CERV-B）を参照のこと。 
z Salani R, Khanna N, Frimer M, et al. An update on post-treatment surveillance and diagnosis of recurrence in women with gynecologic malignancies: Society of Gynecologic Oncology 

(SGO) recommendations. Gynecol Oncol 2017;146:3-10. 
aa 下部生殖器の異形成の発見を目的として定期的な細胞診を考慮してもよいが、再発子宮頸癌の発見におけるその価値は限定的である。細胞診のみで無症候性の再発を発見できる確率

は低い。 
bb骨盤照射を受けた患者では細胞診の結果の精度が低下する可能性がある。 
cc再発は、治療計画に進む前に生検により証明すべきである。 

CERV-10 
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再発例の治療 

個別化 EBRT n 

±化学療法 q,u 

±小線源治療 n 

RT の施行歴が

ない、または

過去の照射野

以外での再発 

可能であれば

外科的切除を

考慮 
再発 

全身療法 u 

または 

緩和療法 

（NCCN 

Guidelines 
for Palliative 
Care 

を参照） 

骨盤除臓術 k 

±術中 RT（IORT）n 

（IORT はカテゴリー3） 局所/領域

再発 

再発 

中央部

の病変 
広汎子宮全摘出術 k 

または 

小線源治療 n 

病変が小さい 

（2cm 未満）症例 

を慎重に選択 

前治療が 

RT 

個別化 EBRT n 

±全身療法 q,u 

または 

切除術±IORT n 

（IORT はカテゴリー3） 

または 

全身療法 u 

中央部以外

の病変 

k 評価および外科的病期診断の原則（CERV-C）を参照のこと。 
n 放射線療法の原則（CERV-D）を参照のこと。 
q シスプラチンを単剤（シスプラチンに耐えられない場合はカルボプラチン）またはシスプラチン＋フルオロウラシルとして使用するプラチナ

製剤を含む同時化学療法をEBRTと併用する。 
u 子宮頸癌に対する全身療法レジメン（CERV-F）を参照のこと。 

 
 

または 

CERV-11 

再発 

再発 

http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/f_guidelines.asp
http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/f_guidelines.asp
http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/pdf/palliative.pdf
http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/pdf/palliative.pdf
http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/pdf/palliative.pdf
http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/pdf/palliative.pdf
http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/pdf/palliative.pdf


2019年第 4版 03/29/19 著作権 © 2019 National Comprehensive Cancer Network®  (NCCN ® ), 無断転載を禁止する。NCCNの明示の書面による許諾なく、本ガイドラインおよびここに含まれるイラストを複製することは、いかなる形態においても禁じられている。 

注意：特に指定のない限り、すべての推奨はカテゴリー2Aである。 

臨床試験：NCCNはすべてのがん患者にとって、最良の管理法は臨床試験にあると考えている。臨床試験への参加が特に推奨される。 

NCCN Guidelines Version 4.2019 

子宮頸癌 

ガイドライン索引 

目次 

考察 

 
 

 
 
 

治療 

 局所治療： 

 切除 

±個別化 EBRT n 

または 

局所アブレーション療法 

±個別化 EBRT n 

または 

個別化 EBRT n 

±全身療法 u 

 補助全身療法 uを考慮 

局所治療が適用できる 

IVB 期 

または 

遠隔転移 

全身療法 uまたは 

緩和療法 

（NCCN Guidelines for Palliative Care を参照） 

サーベイランス

（CERV-10）を参照 

局所治療が適用できない 

n 放射線療法の原則（CERV-D）を参照のこと。 

u 子宮頸癌に対する全身療法レジメン（CERV-F）を参照のこと。 

CERV-12 
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CERV-A 

 

病理学的評価の原則 1 

 
 

 手技： 

 広汎子宮全摘出術 

 癌腫の病理学的評価： 

 子宮 

◊ 子宮全摘出術の種類（該当する場合） 

◊ 腫瘍の部位 

◊ 腫瘍の大きさ（最大径に加えて別の 2 方向の径を含める） 

◊ 組織型 

◊ 組織学的分化度 

◊ 間質浸潤（mm 単位の浸潤深度/mm 単位の子宮頸部厚） 

◊ mm 単位で長軸方向/縦の水平方向の範囲（2018 年版 FIGO 分類には含まれていない 2） 

◊ mm 単位で周囲/横の水平方向の範囲 

◊ 切除断端の状態 

– 陰性の場合、最も近接した断端とその断端距離（単位 mm）を含める a 

– 陽性の場合、断端陽性の部位を含める 

◊ 脈管侵襲（2018 年版 FIGO 分類には影響しない 2） 

 他の組織/臓器への浸潤（子宮傍結合織、腟円蓋、卵管、卵巣、腹膜、大網、その他） 

 リンパ節（切除した場合） 

◊ 小さな転移巣を検出するために SLN に対して ultrastaging を行うべきである b 

◊ SLN 以外のリンパ節には ultrastaging は不要であり、ルーチンのプロトコルに従って処理できる 

◊ 孤立性腫瘍細胞、微小転移、肉眼的転移があるリンパ節の数を含める 

◊ 孤立性腫瘍細胞は pN0（i+）として記録する 

 再発、進行または転移の所見を認める患者には MMR/MSI 検査または PD-L1 検査を考慮する 3,4 

 
脚注 
a この情報の報告は必須ではないが、これを把握しておけば、集学的治療の計画に有用である。 
b Ultrastaging としては一般的に、SLN の連続切片の作製と SLN の全ブロックに対する複数の H&E 染色切片の検討およびサイトケラチンによる免疫組織化学検査を行う。リンパ節

の ultrastaging に標準のプロトコルは存在しない。 

参考文献 
1 Krishnamurti U, Movahedi-Lankarani S, Bell DA, et al. Protocol for the Examination of Specimens from Patients with Primary Carcinoma of the Uterine Cervix. College of American 

Pathologists 2017.  
2 Bhatla N, Aoki D, Sharma DN, et al.  FIGO Cancer Report 2018. Cancer of the cervix uteri. Int J Gynecol Obstet 2018;143(Suppl):22-36. 
3 Minion LE, Tewari KS. Cervical cancer - State of science: From angiogenesis blockade to checkpoint inhibition. Gynecol Oncol 2018; Mar;148(3):609-621.  
4 Chung HC, Schellens JH, Delord J-P, et al. Pembrolizumab treatment of advanced cervical cancer: Updated results from the phase 2 KEYNOTE-158 study. J Clin Oncol 2018:36; 

(suppl; abstr 5522).  
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a 本ガイドライン全体を通じて、MRI および CT は禁忌がない限り造影剤を用いて施行するものとする。スクリーニング目的の胸部 CT では造影剤は不要である。 
b 具体的な因子としては、身体診察での異常所見や骨盤、腹部または肺症状などが挙げられる。 
c 具体的な因子としては、身体診察での異常所見、大きな骨盤腫瘍（4cm 超）、受診または治療の遅れ、骨盤、腹部または肺症状などが挙げられる。 
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画像検査の原則 a,1-9 

 

初回精査 

 I 期 

 妊孕性非温存 

 単純 X 線撮影による胸部画像検査（胸部 X 線）を考慮する。異常を認めた場合は、胸部単純 CT を施行してもよい。 

 局所病変の進展範囲を評価するための骨盤造影 MRI（FIGO 分類 IB2～IB3 期では望ましい）を考慮する。 

 FIGO 分類 IB1～IB2 期では全身 PET/CT または胸部/腹部/骨盤 CT を考慮する。 

 FIGO 分類 IB3 期では全身 PET/CT または胸部/腹部/骨盤 CT。 

 単純子宮全摘出術（TH）を受けて子宮頸癌が偶然発見された患者では、転移巣を検索するための全身 PET/CT または胸部/腹部/骨盤 CT と骨

盤の残存病変を評価するための骨盤 MRI を考慮する。 

 妊孕性温存 

 単純 X 線撮影による胸部画像検査（胸部 X 線）を考慮する。異常を認めた場合は、胸部単純 CT を施行してもよい。 

 局所病変の進展範囲と腫瘍の内子宮口に対する近接度を評価するための骨盤 MRI（望ましい）；MRI の禁忌がある場合は経腟超音波検査を行

う。 

 FIGO 分類 IB1～IB2 期では全身 PET/CT または胸部/腹部/骨盤 CT を考慮する。 

 その他の画像検査については、認められる症状・徴候と転移に対する臨床的な懸念に基づいて判断すべきである b。 

 

 II～IV 期 

 転移巣を検索するための全身 PET/CT（望ましい）または胸部/腹部/骨盤 CT。 

 局所病変の進展範囲を評価するための骨盤造影 MRI を考慮する。 

 その他の画像検査については、認められる症状・徴候と転移に対する臨床的な懸念に基づいて判断すべきである c。 

 TH を受けて子宮頸癌が偶然発見された患者では、転移巣を検索するための全身 PET/CT または胸部/腹部/骨盤 CT と骨盤の残存病変を評価する

ための骨盤造影 MRI を考慮する。 
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画像検査の原則 a,1-9 

 

フォローアップ/サーベイランス 

 I 期 

 妊孕性非温存 

 画像検査については、認められる症状・徴候と再発/転移に対する臨床的な懸念に基づいて判断すべきである。b 

 FIGO 分類 IB3 期の患者または危険因子 dのために術後に補助放射線療法または化学放射線療法が必要となった患者には、治療完了後 3～6 ヵ

月の時点で全身 PET/CT を施行してもよい。 

 妊孕性温存 

 手術の 6 ヵ月後と以降 2～3 年間の 1 年毎に骨盤造影 MRI を考慮する。 

 その他の画像検査については、認められる症状・徴候と再発/転移に対する臨床的な懸念に基づいて判断すべきである b。 

 

 II～IV 期 

 治療完了後 3～6 ヵ月以内に全身 PET/CT（望ましい）または胸部/腹部/骨盤造影 CT。 

 治療完了後 3～6 ヵ月の時点で骨盤造影 MRI を考慮する。 

 その他の画像検査については、認められる症状・徴候と再発/転移に対する臨床的な懸念に基づいて判断すべきである e。 

再発または転移が疑われる場合 

 全身 PET/CT。 

 骨盤 MRI を考慮する。 

a本ガイドライン全体を通じて、MRI および CT は禁忌がない限り造影剤を用いて施行するものとする。スクリーニング目的の胸部 CT では造影剤は不要である。 
b具体的な因子としては、身体診察での異常所見や骨盤、腹部または肺症状などが挙げられる。 
d危険因子としては、リンパ節転移陽性、子宮傍結合織浸潤陽性、断端陽性、子宮頸部の局所因子などが挙げられる（Sedlis Criteria CERV-E を参照）。 
e具体的な因子としては、触知可能な腫瘤またはリンパ節腫脹といった身体診察での異常所見や新たな骨盤、腹部または肺症状などが挙げられる。 
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画像検査の原則 

参考文献 
1 Salani R, Khanna N, Frimer M, et al. An update on post-treatment surveillance and diagnosis of recurrence in women with gynecologic malignancies: Society of  

Gynecologic Oncology (SGO) recommendations. Gynecol Oncol 2017;146:3-10. 
2 Atri M, Zhang Z, Dehdashti F, et al. Utility of PET-CT to evaluate retroperitoneal lymph node metastasis in advanced cervical cancer: Results of ACRIN6671/GOG0233  

trial. Gynecol Oncol 2016;142:413-419. 
3 Rajendran JG, Greer BE. Expanding role of positron emission tomography in cancer of the uterine cervix. J Natl Compr Canc Netw 2006;4:463-469. 
4 Lakhman Y, Akin O, Park KJ, et al. Stage IB1 cervical cancer: role of preoperative MR imaging in selection of patients for fertility-sparing radical trachelectomy. Radiology 2013;269:149-

158. 
5 Elit L, Reade CJ. Recommendations for follow-up care for gynecologic cancer survivors. Obstet Gynecol 2015;126:1207-1214. 
6 Sala E, Rockall AG, Freeman SJ, et al. The added role of MR imaging in treatment stratification of patients with gynecologic malignancies: what the radiologist needs to know. Radiology 

2013;266:717-740. 
7 Balleyguier C, Sala E, Da Cunha T, et al. Staging of uterine cervical cancer with MRI: guidelines of the European Society of Urogenital Radiology. Eur Radiol 2011;21:1102-1110. 
8 Sala E, Micco M, Burger IA, et al. Complementary prognostic value of pelvic MRI and whole-body FDG PET/CT in the pretreatment assessment of patients with  

cervical cancer. Int J Gynecol Cancer 2015;25:1461-1467. 
9Bhatla N, Aoki D, Sharma DN, et al.  FIGO Cancer Report 2018. Cancer of the cervix uteri. Int J Gynecol Obstet 2018;143(Suppl):22-36. 
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子宮頸癌の治療のための切除術の種類および適切性 

 子宮頸癌の治療は、本ガイドラインで概説しているように、病期により層別化される。 

 FIGO 分類で脈管侵襲を伴わない IA1 期として定義される微小浸潤例では、リンパ行性転移の可能性が 1％未満であり、妊孕性温存のために円錐切

除診（断端陰性）により、または妊孕性温存の希望がないか重要でない場合は単純子宮全摘出術により保存的に管理することが可能である。円錐切

除診の目的は、メスを用いて子宮頸腟部および子宮頸管を一塊（en bloc）切除することにある。これにより、電気外科的アーチファクトがなく、破

綻や断片化もない組織標本が得られ、病理医による切除断端の評価が容易となる。治療法として loop electrosurgical excision procedure

（LEEP）を選択する場合は、標本が断片化されないようにすべきであり、断端部の電気外科的アーチファクトを最小限に抑えるよう注意を払う必要

がある。円錐切除診で採取する組織検体の形状および深さは、腫瘍性病変の大きさ、種類、位置に合わせて個別化することができる。例えば、子宮

頸管の浸潤腺癌か上皮内腺癌かが不明確な場合は、子宮頸管浸潤の可能性を見逃さないようにするため、円錐切除診の採取組織は内子宮口まで伸び

る細長い円錐状とする。円錐切除診は、肉眼的な腫瘍を分断する可能性のない小さな癌に対するトリアージおよび治療について適応となる。脈管侵

襲を伴う IA1 期症例では、円錐切除術（断端陰性）＋骨盤 SLN マッピング/リンパ節郭清が妥当な治療戦略となる。 

 FIGO 分類で IA2 期、IB1 期、IB2 期および一部の IB3～IIA1 期で妊孕性温存を希望しない患者の治療としては、広汎子宮全摘出術＋両側骨盤リンパ

節郭清（±SLN マッピング）が望ましい。広汎子宮全摘出術では、基靱帯と仙骨子宮靱帯の一部および腟の上部 1～2cm の切除を含めて、単純子宮

全摘出術よりはるかに広い切除縁を確保する。さらに、骨盤リンパ節、ときには傍大動脈リンパ節も切除される。Querleu and Morrow の分類 1

は、切除および神経温存の程度を三次元的に記載した新しい外科的分類である 2。子宮全摘出術で最もよく用いられる手術の詳細を表 1 に記載する

（CERV-C 5 of 7 を参照）。 

 広汎子宮全摘出術の標準かつ従来のアプローチは開腹手術である。本ガイドラインでは、広汎子宮全摘出術が開腹手術と腹腔鏡下の低侵襲手術

（MIS）のいずれのアプローチでも施行でき、腹腔鏡下のアプローチとしては従来法とロボット支援下手術があることを過去に繰り返し述べてきた。

しかしながら、いくつかの重要な報告によって、開腹アプローチと MIS アプローチの間で想定されていた治療上の同等性に対して疑問が呈されてい

る。低侵襲の広汎子宮全摘出術は開腹下の腹式広汎子宮頸部摘出術と比較して DFS 率および OS 率が低下することが、ランダム化試験 3によって前

向きに確認された。さらに、最近報告された 2 つの疫学研究でも、IA2～IB1 期の子宮頸癌患者では低侵襲の広汎子宮全摘出術は開腹手術と比べて

OS の短縮につながることが実証された 4,5。詳細については考察を参照のこと。 

 早期子宮頸癌患者を対象としたランダム化比較試験において低侵襲アプローチは開腹手術と比較して生存期間が有意に短かったという最近発表され

た知見を考慮すれば、それぞれの外科的アプローチの短期および長期成績と腫瘍学的なリスクについて、患者のカウンセリングを入念に行うべきで

ある 3-5。 

a Recommendations by stage are based on the revised 2018 FIGO staging (Bhatla N, Aoki D, Sharma DN, et al.  FIGO Cancer Report 2018. Cancer of the cervix uteri.  

Int J Gynecol Obstet 2018;143(Suppl):22-36.). However, trial data cited within this section utilized the 2009 FIGO staging system.  
b C 型の広汎子宮全摘出術の説明については、表 1（CERV-C 5 of 7）を参照のこと。 

評価および外科的病期診断の原則 a 
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子宮頸癌の治療のための切除術の種類および適切性―続き 

 病期診断のための傍大動脈リンパ節郭清は、典型的には下腸間膜動脈（IMA）の高さまで行う。頭側の郭清範囲は、臨床所見と画像所見に基づいて調

整できる。 

 慎重に選択された IA2 期または IB1 期（腫瘍径 2cm 未満）症例では、腟式広汎子宮頸部摘出術＋腹腔鏡下リンパ節郭清（±SLN マッピング）が妊孕

性温存治療の選択肢となる。この術式では、B 型の広汎子宮全摘出術と同じく子宮頸部、腟上部、支持靱帯は切除されるが、子宮体部は温存される。

現在までに報告されている 300 件を超える術後の妊娠において、妊娠第 2 三半期での流産率が 10％であったが、患者の 72％は 37 週以降まで妊娠を

継続している 6。腹式広汎子宮頸部摘出術が妥当な妊孕性温存戦略である。このアプローチでは、腟式アプローチより子宮傍結合織を広範に切除する

ことができ 7、一部の IB1～IB2 期症例に適しており、腫瘍径 2～4cm までの病変に対して採用されている。この術式は C 型の広汎子宮全摘出術と非

常に類似している a,1,2,7-10。 

 本ガイドラインで概説しているように、FIGO 分類の IIB 期以上を含む進行期患者には子宮全摘出術は行わないのが通常である。米国における進行期

患者の大半は、根治的化学放射線療法による治療を受けている。しかし国によっては、一部の IIB 期患者に対して最初から広汎子宮全摘出術が、ある

いは術前補助化学療法後に広汎子宮全摘出術が施行されている。 

 放射線療法施行後の骨盤中央部での再発例または治療抵抗例では、骨盤除臓術により治癒が得られる可能性がある。除臓術の術前評価は、遠隔転移の

同定または除外を目的として計画する。再発巣が骨盤内に限局している場合は外科的検索を行う。術中の断端およびリンパ節評価が陰性の場合は、骨

盤内臓器の摘出を完遂する。切除方法には腫瘍の位置に応じて、前方除臓術、後方除臓術、全骨盤除臓術などがある。腫瘍の位置から十分な切除縁を

確保できる症例では、supralevator exenteration として骨盤底および肛門括約筋を温存してもよい。様々な種類の骨盤除臓術で一般的に切除される

組織を表 2 に要約する（CERV-C 6 of 7 を参照）。いずれも非常に複雑な手術であり、除臓術について高度な専門知識を有する施設で施行すべきであ

る。初回治療としての骨盤除臓術（骨盤照射歴なし）は、骨盤照射が禁忌である患者や、別の適応に対する骨盤照射の後に異時性の局所進行子宮頸癌

を発症し、更なる放射線療法が施行不能な患者など、まれな症例のみに制限される。 

評価および外科的病期診断の原則 a 
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a Recommendations by stage are based on the revised 2018 FIGO staging (Bhatla N, Aoki D, Sharma DN, et al.  FIGO Cancer Report 2018. Cancer  

of the cervix uteri. Int J Gynecol Obstet 2018;143(Suppl):22-36.). However, trial data cited within this section utilized the 2009 FIGO staging system.  
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子宮頸癌に対するセンチネルリンパ節マッピング： 

 一部の I 期子宮頸癌に対する外科的管理の一環として、SLN マッピングが世界中の婦人科腫瘍の診療現場で考慮されている。この手技は最大

4cm までの腫瘍に用いられているが、最良の検出率とマッピングの結果が得られるのは 2cm 未満の腫瘍である 11-15。この簡便な手技では、色素

もしくは放射性コロイドのテクネチウム 99（99Tc）を子宮頸部の通常は図 1（下記）に示す 2～4 ヵ所に直接注入する。SLN の同定は、色素を

用いた直接的な視覚化により手術時に行い、インドシアニングリーン（ICG）を用いる場合は蛍光カメラを、99Tc を用いる場合はガンマ線プロ

ーブを使用する。子宮頸部へのトレーサーを注入したとき、SLN は外腸骨動静脈の内側、内腸骨動静脈の腹側または閉鎖孔の上部に位置してい

ることが多い（図 2）。通常、SLN に対しては病理医による ultrastaging が行われるが、これにより術後管理の変更につながりうる微小転移巣

の検出率が改善される 4,16。 

図 1：子宮頸部での SLN に対する注入部位の選択肢 c 図 2：子宮頸部への注入後の SLN（青色、矢印）は外腸骨動静脈の

内側、内腸骨動静脈の腹側、または閉鎖孔の上部に位置しているこ

とが多い c 

a 病期別の推奨は 2018 年改訂版の FIGO 分類に基づいている（Bhatla N, Aoki D, Sharma DN, et al.  FIGO Cancer Report 2018. Cancer of the cervix uteri. Int J Gynecol 

Obstet 2018;143(Suppl):22-36.）。ただし、本項で引用している試験データは 2009 年版の FIGO 分類に基づくものである。 
c 図 1 および 2 は Memorial Sloan Kettering Cancer Center の許可を得て転載。© 2013 Memorial Sloan Kettering Cancer Center. 
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SLN マッピングを用いた場合の評価および外科的病期診断の原則 

SLN マッピングを成功させる鍵は、SLN アルゴリズムを遵守することであり、それはマッピングに失敗した症例において片側のみのリンパ節郭清を施

行し、マッピングの結果に関係なく疑わしいリンパ節と肉眼的に腫脹しているリンパ節をすべて切除するというものである（図 3）。 

図 3：早期子宮頸癌に対する手術/SLN マッピングアルゴリズム d 

d 以下から許可を得て転載：Cormier B, Diaz JP, Shih K, et al. Establishing a sentinel lymph node mapping algorithm for the treatment of early cervical cancer.  

Gynecol Oncol. 2011 Aug;122:275-280. 
e 色素、99Tc またはその両方を子宮頸部に注入する。 
f 腸骨動脈間/大動脈下リンパ節を含む。 
g 選択された症例に対する例外である（CERV-C 1 of 7 を参照）。 

H&E：ヘマトキシリン-エオジン染色 

LND：リンパ節郭清 

SLN：センチネルリンパ節 

原発腫瘍との一塊（en bloc）切除により 

傍結合織摘出術を施行する g
 

片側骨盤内にマッピングを認めない場合は、 

片側のみの LND を施行する f 

 

マッピングの結果に関係なく、疑わしい 

リンパ節をすべて切除する必要がある 

 

マッピングされたすべての SLN の切除 e 

（H&E 陰性の場合は ultrastaging 用に提出） 
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評価および外科的病期診断の原則 

h Cibula D, Abu-Rustum NR, Benedetti-Panici P, et al. New classification system of radical hysterectomy: Emphasis on a three-dimensioanl anatomic template for parametrial resection. Gyn 
Onc 2011;122:264-268. 

i Querleu and Morrow の外科的分類システムでは、広汎子宮全摘出術における切除および神経温存の程度が三次元的に記載されており、以前用いられていた Piver-Rutledge-Smith 分類を更

新した内容となっている。（Querleu D, Morrow CP. Classification of radican hysterectomy. Lancet Oncology 2008;9:297-303.） 
j 妊孕性温存広汎子宮頸部摘出術は、腫瘍径が 2cm 以下の病変について最もよく妥当性が検証されている。小細胞型の神経内分泌腫瘍および胃型腺癌は、この種の手術に適した腫瘍とは

みなされない。 

表 1：初回治療としての子宮頸癌の切除 h 
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子宮全摘出術の種類間の比較 妊孕性温存子宮頸部摘出術の種類間の比較 

 筋膜外子宮全摘出術 

（A 型）i 

準広汎子宮全摘出術 

（B 型）i 

広汎子宮全摘出術 

（C1 型）i 

単純子宮頸部摘出術 広汎子宮頸部摘出術 j 

適応 IA1 期 脈管侵襲を伴う IA1 期、 

および IA2 期 

以下を含む明らかな転移巣のな

い局所例：IB1 期、IB2 期、一

部の IB3～IIA1 期 

上皮内癌および IA1 期 IA2～IB1 期 

一部の IB2 期 

目的 微小浸潤の根治 小病変の根治 比較的大きな病変の根治 微小浸潤の根治 

妊孕性温存 

一部の IA2～IB2 期の根治 

妊孕性温存 

子宮 切除 切除 切除 温存 温存 

卵巣 任意の切除 任意の切除 任意の切除 温存 温存 

子宮頸部 完全切除 完全切除 完全切除 大部分を切除（典型的には子宮

頸部の頭側約 5mm を子宮頸管

縫縮術のために残す） 

大部分を切除（典型的には子宮

頸部の頭側約 5mm を子宮頸管

縫縮術のために残す） 

腟断端 最小限 断端 1～2cm 腟上部 1/4～1/3 最小限 断端 1～2cm 

尿管の剥離 移動なし 尿管を分離して子宮頸部から剥

離 

尿管を分離して子宮頸部と外側

の子宮傍結合織から剥離 

移動なし 尿管を分離して子宮頸部から剥

離 

子宮頸部傍結合織/子宮傍結合

織の切除 

なし 尿管床の高さで切除 

（1～2cm を水平方向に切除） 

内腸骨動静脈の内側面で分割。

深部断端は深部子宮静脈とする 

子宮頸部境界で切除 尿管床の高さで切除 

（1～2cm を水平方向に切除） 

仙骨子宮靱帯 

（直腸子宮靱帯） 

子宮頸部境界で分割 子宮頸部から 1～2cm 背側 

（下腹神経叢は温存） 

C1 型では神経を温存し、子宮

頸部から 2cm 以上背側で分割 

子宮頸部境界で分割 子宮頸部から 1～2cm 背側 

（下腹神経叢は温存） 

膀胱 子宮頸部より尾側に移動 腟上部に移動 腟中部に移動 腹膜反転部に移動 腟上部に移動 

直腸 移動なし 子宮頸部下に移動 腟中部下に移動 腹膜反転部に移動 子宮頸部下に移動 

外科的アプローチ 開腹術または低侵襲手術 開腹術または低侵襲手術 開腹術または低侵襲手術 腟式または開腹術もしくは低侵

襲手術  

腟式または開腹術もしくは低侵

襲手術 
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評価および外科的病期診断の原則 

表 2：遠隔転移のない局所再発子宮頸癌の切除 h 

h Cibula D, Abu-Rustum NR, Benedetti-Panici P, et al. New classification system of radical hysterectomy: Emphasis on a three-dimensioanl anatomic template for 
parametrial resection. Gyn Onc 2011;122:264-268. 

K Backes FJ, Tierney BJ, Eisenhauer EL, et al.Complications after double-barreled wet colostomy compared to separate urinary and fecal diversion during pelvic 
exenteration: time to change back? Gynecol Oncol. 2013 Jan;128:60-64. 
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Infra-levator exenteration の種類間の比較 Supra-levator exenteration の種類間の比較 

 前方 後方 全骨盤 後方 全骨盤 

適応 骨盤中央部での再発 

最初に放射線療法が施行できない一部の FIGO 分類 IVA 期に対する初回治療 

目的 根治 

子宮、卵管、卵巣 まだあるなら切除 まだあるなら切除 まだあるなら切除 まだあるなら切除 まだあるなら切除 

腟 切除 切除 切除 切除 切除 

膀胱および尿道 切除 温存 切除 温存 切除 

直腸 温存 切除 切除 切除 切除 

肛門括約筋 温存 切除 切除 温存、結腸吻合が可能 温存、結腸吻合が可能 

再建の選択肢 

泌尿器系 

回腸導管または 

禁制型尿路変向術 

該当なし Double barrel wet 

colostomyk、 

回腸導管または 

禁制型尿路変向術 

該当なし Double barrel wet 

colostomyk、 

回腸導管または 

禁制型尿路変向術 

再建の選択肢 

消化器系 

該当なし 単孔式結腸瘻造設術 Double barrel wet 

colostomyk または 

単孔式人工肛門造設術 

一時的な回腸瘻造設を伴

う単孔式人工肛門造設術 

または吻合術 

一時的な回腸瘻造設を伴う double 

barrel wet colostomyk、 

単孔式人工肛門造設術または吻合術 

腟再建の選択肢 筋皮弁（腹直筋、薄筋など）または分層植皮＋大網充填術 
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放射線療法の原則 

一般原則 

• 外照射療法（EBRT）においては、CT治療計画と標的の形状に合わせた遮蔽（conformal blocking）の使用が標準と考えられている。MRIは、進行
癌症例において軟部組織および子宮傍結合織への浸潤を判定するのに最適な画像検査法である。外科的病期診断が施行されていない症例では、照射
範囲に含めるリンパ節の体積を決定する上でPETが有用であり、またPETは異常なリンパ節が切除されたことを術後に確認する上でも有用となりう
る。 

• 放射線療法では、腫瘍の浸潤またはその疑いがある部位を照射対象とする。EBRTでは、骨盤のみまたは骨盤と傍大動脈領域を照射対象とする。 

• 小線源治療は、手術適応がない原発性子宮頸癌症例の治療において極めて重要な方法となっている。この治療は、腟内照射±組織内照射によって行
う。 

• 子宮頸癌のためにEBRTが施行される症例の大半では、EBRTの施行中にプラチナ製剤を含む化学療法（シスプラチン単剤［シスプラチンに耐えられ
ない場合はカルボプラチン］またはシスプラチン＋フルオロウラシル）が同時併用される。 

• 8週間以内に治療が完了した場合に最良の結果が得られる。 
 

治療に関する一般情報 

• 標的体積 

 肉眼的標的体積（GTV）、臨床標的体積（CTV）、計画標的体積（PTV）、リスク臓器（OAR）、臓器の移動および線量体積ヒストグラム（DVH）の概

念については、原体照射（特に IMRT）での採用を前提に定義されている。 

 IMRT や類似の高度な原体照射法を適切に施行するには、細部と再現性（標的および正常組織の定義、患者の体動と臓器の移動、軟部組織の変形、

厳密な線量測定と物理学的な質保証などを考慮する）について極めて入念な注意を払うことが求められる。コーンビーム CT（CBCT）などのルーチ

ンの画像誘導を日常的な体内軟部組織の位置決めを明確にするために用いるべきである。 

 EBRTにおける照射体積は、肉眼的病変（存在する場合）、子宮傍結合織、仙骨子宮靱帯、肉眼的病変からの十分にとった腟マージン（3cm以上）、
仙骨前リンパ節、リスクが高い他のリンパ節領域をカバーすべきである。外科手術や画像検査でリンパ節転移陰性と判定された症例では、照射体積
に外腸骨リンパ節、内腸骨リンパ節、閉鎖、仙骨前リンパ節の全領域を含めるべきである。リンパ節転移のリスクが高いと考えられる症例（例え
ば、腫瘍が大きい場合、小骨盤に限局してリンパ節転移が疑われるか確認された場合）に対しては、総腸骨リンパ節も含まれるように照射体積を拡
大すべきである。総腸骨リンパ節または傍大動脈のリンパ節への転移がすでに確認されている症例では、腎血管の高さ（転移リンパ節の分布によっ
てはさらに頭側）までカバーした、骨盤および傍大動脈領域を含む拡大照射野での放射線療法が推奨される。腟の下1/3まで浸潤がある症例では、両

側鼠径部も照射野に含めるべきである。 
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治療に関する一般情報—続き 

治療に関する情報：外照射 

• EBRT は、複数の照射野に対して原体照射法を用いるか、強度変調放射線療法（IMRT）/強度変調回転照射法（volumetric-modulated arc 

therapy［VMAT］）/トモセラピーなどの体積測定を行う強度変調法によって行う。 

• IMRT は、子宮全摘後の状況 1において腸管などの重要構造物に対する線量を最小限に抑えたい場合や、傍大動脈リンパ節に対する治療の適応があ
る場合に有用となりうる。このような手法は、所属リンパ節の肉眼的病変に対する治療に高線量が必要となる場合にも有用となる可能性がある。
しかしながら、子宮頸部が未切除の症例における中央部病変に対する小線源治療の代替治療法として原体照射療法（IMRT、体幹部定位放射線治療

［SBRT］など）をルーチンに採用すべきではない。 

• 子宮傍結合織/骨盤側壁に大きな病変がある一部の症例では、初回の全骨盤照射が完了した後に子宮傍結合織への 5～10Gy の追加照射を考慮する
ことができる。IMRT は、リンパ節の肉眼的病変に対して高線量を照射しながら、同時に他の標的に対して顕微鏡的病変を制御するために低線量
を照射することを目的として計画することができ、この方法は標的体積内同時ブースト法（simultaneous integrated boost［SIB］）と呼ばれ
る。IMRT と SIB を併用すれば、肉眼的に転移陽性のリンパ節に対してより短い期間で高線量を照射しながら、正常組織を温存することが可能で
ある。一般に、SIB での標的には標的体積および OAR の体積に応じて最大で約 2.10～2.2Gy/回まで追加照射することができる。ときに追加の外
照射が必要になる場合もある。リンパ節に対する標的線量は 54～63Gy であり、小線源治療からの影響に対して厳格な注意を要し、隣接する正常
組織に対する線量に注意を払いながら正常組織線量を重視する。 

• SBRT は、焦点を絞ることで非常に高い線量を 1～5 分割で外照射することを可能にする治療アプローチであり、孤立性の転移部位に適用でき、
限局例で再照射を行う際に考慮できる 2,3。 

 

線量処方レジメン：外照射 

• 微小リンパ節転移をカバーするためには約 45Gy（通常の分割法では 1.8～2.0Gy/日、IMRT を用いる場合は SIB を併用できる）の外照射が必要で
あり、少量の肉眼的な未切除リンパ節腫脹に対しては、標的の形状に高度に合わせた 10～20Gy の追加照射を考慮してもよいが、小線源治療での
照射線量を考慮に入れる。子宮頸癌のために EBRT が施行される症例の大半では、EBRT の施行中にプラチナ製剤を含む化学療法（シスプラチン
単剤［シスプラチンに耐えられない場合はカルボプラチン］またはシスプラチン＋フルオロウラシル）が同時併用される。 
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未切除の子宮頸癌に対する根治的放射線療法 

 未切除の子宮頸癌症例（すなわち手術を受けていない患者）は、原発腫瘍とリスクの高い所属リンパ領域に対して典型的には約 45Gy（40～50Gy）

を照射する根治的 EBRT により治療する。EBRT での照射体積は、前述のように、手術や画像検査で判定したリンパ節の状態に依存すると考えられ

る。続いて、子宮頸癌の原発巣に対して小線源治療による追加照射を行う。追加照射での A 点線量（低線量率［LDR］等価線量）は 30～40Gy であ

り、A 点総線量は（本ガイドラインで推奨されるように）、子宮頸部の腫瘍体積が小さい場合には 80Gy か、子宮頸部の腫瘍体積が大きい場合には

85Gy 以上である。肉眼的に転移が認められる未切除のリンパ節には、さらに 10～15Gy の（照射体積を減らした）原体照射の追加を考慮してもよ

い。高線量を（特に EBRT で）用いる場合は、高線量域に含まれる正常組織を排除するか、その量を厳重に制限するよう注意を払わなければならな

い（考察を参照）。 

 

子宮全摘出術後の補助放射線療法 

 一次治療として子宮全摘出術を施行した後に病理学的な危険因子が 1 つでも認められる場合は、術後補助放射線療法の施行が妥当となる。少なくと

も、腟円蓋の上方 3～4cm、子宮傍結合織、直接隣接するリンパ節領域（外腸骨リンパ節や内腸骨リンパ節など）は照射範囲に含めるべきである。リ

ンパ節転移がすでに証明されている場合は、前述のように、照射野の上縁を適宜拡大すべきである。標準的な分割法では、一般に 45～50Gy の線量が

推奨される。肉眼的に転移が認められる未切除のリンパ節には、さらに 10～20Gy の（照射体積を減らした）原体照射の追加を考慮してもよい。高線

量を（特に EBRT で）用いる場合は、高線量域に含まれる正常組織を排除するか、その量を厳重に制限するよう注意を払わなければならない（考察

を参照）。 

 

術中放射線療法（IORT） 

 IORT とは、開腹手術の施行中に、リスクの高い腫瘍床や切除不能な孤立性の残存病変に対して、高度に焦点を絞って単回照射を行う特殊な治療法で

ある 8。この治療法は、過去の照射野内で再発を来した症例で特に有用となる。IORT の施行中には、周囲の正常組織（腸や他の内臓等）をリスク領

域から用手的に移動させることが可能である。IORT では通常、手術で特定されたリスク領域に合わせた様々な大きさに予備成形されたアプリケータ

ーを用いて電子線を照射するが、このアプリケーターで照射の範囲と深さをさらに制限することで、周囲の正常構造物の被曝を回避することが可能と

なる。 
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治療に関する情報：小線源治療 

 小線源治療は、手術適応がない原発性子宮頸癌症例の治療において極めて重要な方法となっている。この治療は通常、子宮内タンデムと腟内留置器

具を用いた腔内照射によって行われる。子宮頸部未切除の子宮頸癌症例に対する小線源治療の腟内留置器具としては、患者および腫瘍の解剖学的条

件に応じて、オボイド、リングまたはシリンダーによる小線源治療（子宮内タンデムと組み合わせる）を選択することができる。より進行している

場合や十分な縮小が得られない場合は、ニードルを刺入して組織内照射を行うことで、標的への線量を増やしつつ正常組織への線量を最小限に抑え

ることが可能である。小線源治療の直前に施行する MRI は、遺残腫瘍の輪郭を把握する上で有用となりうる。EBRT と組み合わせる場合の小線源治

療は、腔内留置器具を良好に配置できるだけの原発腫瘍の縮小が得られる治療の後半から開始される場合が多い。高度に選択されたごく早期の症例

（IA2 期）では、（外照射を併用しない）小線源治療単独も選択肢の 1 つとなりうる。 

 解剖学的条件または腫瘍の形状のために腔内照射療法が不可能となるまれな症例では、組織内照射による治療が最善の選択肢となる場合もある。 

ただし、このような組織内照射療法は、十分な経験と専門知識を有する医師および施設によってのみ実施されるべきであり、そのような専門医によ

る診療を適時に受けられるよう早期に紹介することが極めて重要である。 

 子宮全摘出術を受けた一部の患者（特に腟粘膜断端または断端辺縁部陽性の患者）では、EBRT の追加照射として腟内シリンダーによる小線源治療

を用いてもよい。その典型的な処方では、腟表面または深さ 5mm の領域が照射の対象となる。典型的な分割法としては、深さ 5mm に対する 5.5Gy

×2 回や、腟表面に対する 6Gy×3 回などがある。 

 SBRT は、小線源治療に代わる適切なルーチンの治療法とはみなされていない。 

 

放射線療法の原則 

続く 

CERV-D 

4 OF 6 

http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/f_guidelines.asp
http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/f_guidelines.asp


2019年第 4版 03/29/19 著作権 © 2019 National Comprehensive Cancer Network®  (NCCN ® ), 無断転載を禁止する。NCCNの明示の書面による許諾なく、本ガイドラインおよびここに含まれるイラストを複製することは、いかなる形態においても禁じられている。 

注意：特に指定のない限り、すべての推奨はカテゴリー2Aである。 

臨床試験：NCCNはすべてのがん患者にとって、最良の管理法は臨床試験にあると考えている。臨床試験への参加が特に推奨される。 

NCCN Guidelines Version 4.2019 

子宮頸癌 

ガイドライン索引 

目次 

考察 

 
 

 
 
 

放射線療法の原則 

 

線量処方のレジメン：小線源治療 

 子宮傍組織の基準点を表す A 点が、今日まで最も広く用いられている線量パラメータである。しかしながら、A 点を用いる線量システムには、腫瘍

の三次元的形状や個々の腫瘍と正常組織構造との相関関係が考慮されていないなどの限界がある。A 点を用いる場合の典型的な処方は、早期症例で

は 5.5Gy×5 回、大きな腫瘍や反応が不良な腫瘍に対しては 6Gy×5 回である。画像誘導下で小線源治療を行うことにより、成績の改善と毒性の軽減

が得られることを示したエビデンスがある。残存病変の評価には MRI により最適な軟部組織画像を得ることができるため、腔内照射のアプリケータ

ーを挿入した状態で MRI を撮像することが最善であるが、小線源治療の前に MRI を施行することが治療の指針として役立つ可能性もある。MRI が行

えない場合は CT を用いることができるが、CT は残存病変の判定の精度で劣り、輪郭設定の精度も低い。ハイリスク CTV（HR-CTV）に処方する 1 回

2Gy に換算した等価線量（EQD2）を 80Gy 以上とすることを治療目標に含めることがあるが、病変が大きい場合や反応が不良な場合は 87Gy 以上を目

標にすべきである。正常組織については、公表されているガイドラインに従って、直腸 2cc の線量を 65～75Gy以下、S 字結腸 2cc の線量を 70～75Gy

以下、膀胱 2cc の線量を 80～90Gy 以下に制限すべきである。これらのパラメータが達成できない場合は、ニードルを刺入し、組織内照射で線量を補

うことを考慮すべきである 4,5。 

 HR-CTV に対する線量処方を用いた画像誘導下での小線源治療が推奨される。小線源治療の歴史において最も広く用いられた線量パラメータは、A 点

における線量を特定するシステムを利用したものであり、このシステムでは、解剖学的な検討に基づき、子宮および腟の内部における「放射線源の

留置と線量分布」について具体的な指針が導入される。線量は、標準化された B 点や膀胱および直腸の点でも計算される。三次元画像誘導小線源治

療では現在、隣接する膀胱、直腸、腸管構造物への線量をできるだけ低減しつつ、腫瘍に対する線量分布を最適化する試みがなされている 6。それで

も、経験の重視、腫瘍制御の成績、現行の一般診療の大半は、A 点線量のシステムに基づいている 7。画像誘導小線源治療によって線量分布の改善を

試みる場合には、A 点線量を用いた推奨線量と比較して、腫瘍に対する線量が過少とならないよう注意すべきである。 

 NCCN ガイドラインで提示している A 点線量の推奨値は、従来の広く検証された線量分割法と LDR 小線源治療に基づくものである。これらの推奨

線量では、EBRT における 1 日当たりの分割照射線量は 1.8～2.0Gy である。小線源治療における A 点線量は、40～70cGy/時の LDR 照射を想定して

いる。高線量率（HDR）小線源治療を用いる場合は、線形二次モデル方程式を用いて、HDR での名目上の A 点線量を生物学的に同等な LDR での A

点線量に変換しなければならないであろう（http://www.americanbrachytherapy.org/guidelines/）。EBRT と組み合わせる場合は、複数の小線源治療

計画が用いられてきた。しかしながら、一般的な HDR アプローチの 1 つとしてタンデムと腟内留置器具による 5 回挿入があり、各回の名目上の A

点線量は 6Gy である。したがって、HDR での名目上の A 点線量は 5 分割で 30Gy となり、これは LDR 小線源治療を用いる場合の A 点線量（腫瘍代

替線量）40Gy と同等であるとの考えが広く受け入れられている。ハイリスク CTV に対する腔内照射について欧州の試験でよく検討された別の妥当

な選択として、28Gy の 4 分割照射がある。 
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リンパ節転移陰性、断端陰性、子宮傍結合織浸潤陰性の症例における広汎子宮全摘出術後の 

骨盤照射に関する Sedlis criteria1-4 

1 以下より許可を得て改変：Sedlis A, Bundy BN, Rotman MZ, et al. A randomized trial of pelvic radiation therapy versus no further therapy in selected patients with 

stage IB carcinoma of the cervix after radical hysterectomy and pelvic lymphadenectomy: a gynecologic oncology study group. Gynecol Oncol 1999;73:177-183.  
2 Delgado G, Bundy B, Zaino R, et al. Prospective surgical-pathological study of disease-free interval in patients with stage IB squamous cell carcinoma of the cervix: a 

gynecologic oncology group study. Gynecol Oncol 1990;38:352-357. 
3 Rotman M, Sedlis A, Piedmont MR, et al. A phase III randomized trial of postoperative pelvic irradiation in stage IB cervical carcinoma with poor prognostic features: 

follow-up of a gynecologic oncology group study. Int J Radiat Oncol Biol Phys 2006;65:169-176. 
4 危険因子は Sedlis criteria に限定しなくともよい。 

CERV-E 

脈管侵襲 間質浸潤 腫瘍の大きさ（cm） 

（触診により判定） 

＋ 深部 1/3 問わない 

＋ 中間部 1/3 ≧2 

＋ 表層 1/3 ≧5 

－ 中間部または深部 1/3 ≧4 
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a シスプラチン、カルボプラチン、ドセタキセル、パクリタキセルは薬物反応を引き起こす可能性がある（NCCN 卵巣癌ガイドラインの「薬物反応の取り扱い」［OV-C］を参照）。 
b 治療のための適切なレジメンの選択にあたっては、費用と毒性を注意深く検討すべきである。 
c これらの薬剤は、使用歴がなく臨床的に適切であれば、二次治療に用いることができる。 
d 二次療法に関する参考文献は考察に掲載している。 
e FDA の承認を得た検査により PD-L1 発現あり（CPS≧1）と判定された症例における化学療法中または化学療法後の進行に対して推奨される。 

子宮頸癌に対する全身療法レジメンa 

（臨床試験への参加を強く考慮すること） 

CERV-F 

1 OF 2 

化学放射線療法 

望ましいレジメン 

• シスプラチン 

• 患者がシスプラチンに耐えられない場合はカルボプラチン 

 

その他の推奨レジメン 

• シスプラチン/フルオロウラシル 

再発例または転移例 

一次治療としての多剤併用療法 b,c 一次治療としての単剤療法の候補 c 二次療法 d 

望ましいレジメン 

• シスプラチン/パクリタキセル/ベバシズマブ 1 

（カテゴリー1） 

 カルボプラチン/パクリタキセル/ベバシズマブ 

 ノギテカン/パクリタキセル/ベバシズマブ 1 

（カテゴリー1） 

 シスプラチン/パクリタキセル（カテゴリー1）2,3 

 カルボプラチン/パクリタキセル 4,5 

（過去にシスプラチン投与を受けた患者では 

カテゴリー1） 

 ノギテカン/パクリタキセル 1 

その他の推奨レジメン 

 シスプラチン/ノギテカン 6 

望ましいレジメン 

 シスプラチン 3 

 

その他の推奨レジメン 

 カルボプラチン 7 

 パクリタキセル 8,9 

 

望ましいレジメン 
 PD-L1 陽性 eまたは MSI-H/dMMR の腫瘍に 
対するペムブロリズマブ 

その他の推奨レジメン 
（特に指定のない限り以下の薬剤はすべて 
カテゴリー2B である） 
 ベバシズマブ 
 アルブミン結合パクリタキセル 
 ドセタキセル 
 フルオロウラシル 
 ゲムシタビン 
 イホスファミド 
 イリノテカン 
 マイトマイシン 
 ペメトレキセド 
 ノギテカン 
 ビノレルビン 

http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/f_guidelines.asp
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1Tewari KS1, Sill MW, Long HJ 3rd, et al. Improved survival with bevacizumab in advanced cervical cancer. N Engl J Med 2014 Feb 20;370:734-43. 
2Monk BJ, Sill MW, McMeekin DS, et al. Phase III trial of four cisplatin-containing doublet combinations in stage IVB, recurrent, or persistent cervical carcinoma: A 

Gynecologic Oncology Group study. J Clin Oncol 2009;27:4649-4655. 
3Moore DH, Blessing JA, McQuellon RP, et al. Phase III study of cisplatin with or without paclitaxel in stage IVB, recurrent, or persistent squamous cell carcinoma of the 

cervix: a gynecologic oncology group study. J Clin Oncol 2004;22:3113-3119. 
4Moore KN, Herzog TJ, Lewin S, et al. A comparison of cisplatin/paclitaxel and carboplatin/paclitaxel in stage IVB, recurrent or persistent cervical cancer. Gynecol Oncol 

2007;105:299-303. 
5Kitagawa R, Katsumata N, Shibata T, et al. Paclitaxel plus carboplatin versus paclitaxel plus cisplatin in metastatic or recurrent cervical cancer: the open-label 

randomized phase III trial JCOG0505. J Clin Oncol 2015;33:2129-2135. 
6Long HJ 3rd, Bundy BN, Grendys EC Jr., et al. Randomized phase III trial of cisplatin with or without topotecan in carcinoma of the uterine cervix: a Gynecologic 

Oncology Group Study. J Clin Oncol 2005;23:4626-4633. 
7Weiss GR, Green S, Hannigan EV, et al. A phase II trial of carboplatin for recurrent or metastatic squamous carcinoma of the uterine cervix: a Southwest Oncology 

Group study. Gynecol Oncol 1990;39:332-336. 
8Tinker AV, Bhagat K, Swenerton KD, Hoskins PJ. Carboplatin and paclitaxel for advanced and recurrent cervical carcinoma: the British Columbia Cancer Agency 

experience. Gynecol Oncol 2005;98:54-58. 
9McGuire WP, Blessing JA, Moore D, et al. Paclitaxel has moderate activity in squamous cervix cancer. A Gynecologic Oncology Group study. J Clin Oncol 1996;14:792- 
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ST-1 

疑問が残る場合は、より低い方の病期として判定するべきである。 
a  いずれの病期についても、腫瘍の大きさや進展範囲に関する臨床所見を補うために、利用できる場合は画像検査および病理学的検査の結果を用いることができる。 
b  血管/リンパ管侵襲の有無によって病期診断の結果が変更されることはない。病変の外側への進展範囲はもはや考慮されなくなった。 
c  r（画像検査）および p（病理学的評価）の追記は、その所見が IIIC 期の判定で採用されたものであることを示す。例：画像検査で骨盤リンパ節転移が示された場合、病期の診断は IIIC1r 期となり、病理学的所見

で確認された場合は IIIC1p 期となる。採用した画像検査または病理学的検査の種類を必ず記録すること。 

以下から転載：Bhatla N, Aoki D, Sharma DN, et al. FIGO Cancer Report 2018. Cancer of the cervix uteri. Int J Gynecol Obstet 2018;143(Suppl):22-36. Copyright 2018（International Federation of Gynecology and 

Obstetrics の許諾済） 

 

 

表 1 

子宮頸癌に関する FIGO（International Federation of Gynecology and Obstetrics）の外科的病期分類（2018 年版） 

病期  説明 

I 期  癌が子宮頸部に厳密に限局している（子宮体部への進展は無視すべきである） 

IA 期  顕微鏡下でのみ診断可能な浸潤癌、浸潤深度が最大で 5mm 未満 a 

 IA1 期 間質浸潤の深さが 3mm 未満 

 IA2 期 間質浸潤の深さが 3mm 以上 5mm 未満 

IB 期  浸潤深度が 5mm 以上の（IA 期より深い）浸潤癌で、病変が子宮頸部に限局している b 

 IB1 期 間質浸潤の深さが 5mm 以上で最大径が 2cm 未満の浸潤癌 

 IB2 期 最大径が 2cm 以上 4cm 未満の浸潤癌 

 IB3 期 最大径が 4cm 以上の浸潤癌 

II 期  癌の浸潤が子宮を越えているが腟の下 3 分の 1 および骨盤壁には達していない 

IIA 期  浸潤が腟の上 3 分の 2 に限局しており、子宮傍結合織への進展がみられない 

 IIA1 期 最大径が 4cm 未満の浸潤癌 

 IIA2 期 最大径が 4cm 以上の浸潤癌 

IIB 期  子宮傍結合織への進展がみられるが、骨盤壁には達していない 

III 期  癌が腟の下 3 分の 1 まで進展している、癌が骨盤壁まで進展している、癌のために水腎症または無機能腎を来している、もしく

は癌が骨盤および/または傍大動脈リンパ節に進展している c 

IIIA 期  癌が腟の下 3 分の 1 まで進展しているが、骨盤壁までは進展していない 

IIIB 期  骨盤壁までの進展を認める、もしくは水腎症または無機能腎を来している（原因が別にあることが判明している場合は除く） 

IIIC 期  腫瘍の大きさや進展範囲を問わず骨盤および/または傍大動脈リンパ節転移を認める（r および p を追記する）c 

 IIIC1 期 骨盤リンパ節転移のみを認める 

 IIIC2 期 傍大動脈リンパ節転移を認める 

IV 期  癌が小骨盤を越えて進展しているか、膀胱または直腸の粘膜を侵している（生検で証明）（そのため、胞状浮腫がある症例は IV

期と判定することができない） 

IVA 期  隣接する骨盤内臓器に進展している 

IVB 期  遠隔臓器に転移している 
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子宮頸癌 

 

NCCN のエビデンスとコンセンサスによるカテゴリー 

カテゴリー1：高レベルのエビデンスに基づいており、その介入が適切

であるという NCCN の統一したコンセンサスが存在する。 

カテゴリー2A：比較的低レベルのエビデンスに基づいており、その介

入が適切であるという NCCN の統一したコンセンサスが存在する。 

カテゴリー2B：比較的低レベルのエビデンスに基づいており、その介

入が適切であるという NCCN のコンセンサスが存在する。 

カテゴリー3：いずれかのレベルのエビデンスに基づいてはいるが、そ

の介入が適切であるかという点で NCCN 内に大きな意見の不一致があ

る。 

特に指定のない限り、すべての推奨はカテゴリー2A である。 

 

NCCN の望ましさによるカテゴリー 

望ましい介入：優れた有効性、安全性およびエビデンスと（状況に応

じて）費用の手頃さに基づいた介入 

その他の推奨される介入：その他の介入のうち、いくらか有効性が低

いもの、毒性が強いもの、比較的未成熟のデータに基づくもの、ある

いは同様の結果を得るのに費用の手頃さで有意に劣るもの 

特定の状況で有用：その他の介入のうち、特定の患者集団（推奨とと

もに定義を示す）に使用できるもの 

 

いずれの推奨も適切と考えられる。 

 

考察 
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2019 年に米国において新たに子宮頸部の癌腫（すなわち子宮頸癌）と診

断される症例数は 13,170 例と推定され、そのうち 4250 例が本疾患によ

り死亡すると推定されている 1。子宮頸癌の発生率は、ヒスパニック/ラ

テン系米国人、黒人およびアジア系の女性では依然として高いものの、

米国人女性の全体では低下傾向にある 2-5。しかしながら、子宮頸癌が世

界中の女性にとって重大な健康問題であることは今日でも変わらない。

2012 年の全世界における子宮頸癌の年間発生数は 528,000 例、年間死亡

数は 266,000 例であった 6。世界的に見ると女性では 4 番目に多い癌種で

あるが 7,8、そのうち発展途上国での発生例が 85％を占めており、そこで

は女性における主な癌死因の 1 つとなっている 6,9。 

子宮頸癌の発生過程で最も重要な役割を果たす因子は、ヒトパピローマ

ウイルス（HPV）の持続感染である 10,11。子宮頸癌の発生率と HPV 感染

率との間には関連性が認められる。子宮頸癌の発生率が高い国々では

HPV の慢性感染率が 10～20％であったのに対し、子宮頸癌の発生率が低

い国々では 5～10％であった 7。一方で、HPV に対する予防接種によって

ワクチンの対象とされている型の HPV 感染を予防できることから、HPV

が関連する一部の婦人科癌を特異的に予防できるものと期待されている
12-16。この他に子宮頸癌との関連性が報告されている疫学的な危険因子と

しては、喫煙歴、経産数、経口避妊薬の使用、若年での初交、多数のセ

ックスパートナー、性感染症の既往、特定の自己免疫疾患、慢性の免疫

抑制などがある 17,18。現喫煙者には禁煙を助言し、元喫煙者は禁煙を継

続すべきである（NCCN 禁煙ガイドラインおよびhttp://smokefree.gov/を

参照）。 

子宮頸癌の組織型は、扁平上皮癌が約 80％を占め、腺癌は約 20％である。

人種、民族、地域などによる差も存在するものの、先進国では子宮頸部

扁平上皮癌の発生率及び死亡率は大幅に減少しており、効果的なスクリ

ーニングの成果であると考えられている 2,3,19,20。これに対して、子宮頸

部腺癌はこの 30 年間で増加してきており、これはおそらく、子宮頸部細

胞診によるスクリーニングが腺癌にはあまり有効でないためと考えられ

ている 21-24。腺癌の検出については、HPV 検査を用いたスクリーニング

法によって改善される可能性がある。また HPV ワクチンによる予防接種

によっても、扁平上皮癌と腺癌の両方について発生率を低減できる可能

性がある 23,25。 

本 NCCN ガイドラインは、その定義上、想定されるすべての臨床状況を

取り扱っているわけではなく、担当医による適切な臨床判断や治療の個

別化の代わりとなるものでもない。子宮頸癌委員会は、本ガイドライン

の作成過程において、「規則に対する数多くの例外」についても議論し

た。 

文献検索の基準とガイドライン更新の方法 

NCCN 子宮頸癌ガイドライン ®の本版の更新に先立ち、「 cervical 

cancer」または「cervical carcinoma」または「carcinoma of the cervix」

を検索語とし、2017 年から 2018 年までに発表された子宮頸癌に関する

重要文献を対象として、PubMed データベース上で電子検索を行った。

PubMed データベースは、医学文献の情報源として現在も最も広く使用

されているものであり、また査読された生物医学文献のみがインデック

ス化されているため選択した。 

得られた検索結果から、英語で発表されたヒトを対象とする研究のみに

絞り込んだ。採用する論文の種類は、第 II 相臨床試験、第 III 相臨床試験、

第 IV 相臨床試験、ガイドライン、ランダム化比較試験、メタアナリシス、

系統的レビュー、バリデーション研究とした。 

PubMed での検索により 170 件の報告が特定され、それぞれの潜在的関

連性を検討した。本版の考察の節には、これら PubMed 上の重要論文に

加えて、当委員会が本ガイドラインと関連性があると判断して検討した

http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/f_guidelines.asp
https://www2.tri-kobe.org/nccn/guideline/lung/japanese/smoking.pdf
http://smokefree.gov/
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追加の情報源（例えば、印刷版掲載前の電子出版物、会議抄録）から収

集した文献のデータを記載している。高水準のエビデンスがない推奨に

ついては、比較的低レベルのエビデンスについての当委員会のレビュー

結果と専門家の意見に基づいている。 

NCCN ガイドラインの策定および更新の完全な詳細については、

www.NCCN.orgで閲覧することができる。 

診断および精査 

本 NCCN ガイドラインは、子宮頸部に発生した扁平上皮癌、腺扁平上皮

癌および腺癌について考察したものである。神経内分泌癌、小細胞腫瘍、

すりガラス細胞癌、肉腫、その他の組織型については、本ガイドライン

の範囲外である。 

子宮頸癌の初期段階では、何の症候も認められないか、水様帯下、性交

後出血、間欠的な不正出血などが認められる。これらの初期症状があり

ながら、患者自身が気づいていない場合も多い。子宮頸部への到達が容

易であることから、通常は子宮頸部細胞診（パパニコロウ塗抹検査）と

子宮頸部生検だけで正確な診断が可能である。浸潤性の判定に子宮頸部

生検では不十分な場合や、微小浸潤癌について正確な評価が必要となっ

た場合には、円錐切除診が推奨される。しかしながら、腺癌の診断につ

いては、上皮内腺癌が子宮頸部のうち検体採取が困難な領域（すなわち

子宮頸管）に発生しやすいことから、子宮頸部細胞診によるスクリーニ

ング法はあまり有効ではない 5,24。College of American Pathologists

（CAP）の子宮頸癌用のプロトコールが有用な指針となる

（https://cap.objects.frb.io/protocols/cp-femalereproductive-uterine-cervix-

18protocol-4100.pdf）。この CAP プロトコールは 2018 年 8 月に改訂さ

れ、AJCC 分類（すなわち AJCC Cancer Staging Manual、第 8 版）の最

近の更新を反映した内容になっている。 

疑わしい症状が認められた患者には、病歴聴取、身体診察、血算（血小

板数を含む）、肝および腎機能検査などによる精査を施行する。推奨され

る画像検査としては胸部 X 線撮影、CT または PET/CT、MRI（子宮頸管

内膜に発生する上方部分の病変を除外するためなど必要に応じて）など

がある 26,27。病期別および計画する治療アプローチ別に見た詳細な画像

検査の推奨については、NCCN 子宮頸癌ガイドラインの「画像検査の原

則」を参照のこと。禁煙およびカウンセリングと HIV 検査（特に若年患

者の場合）が推奨される。膀胱鏡検査と直腸鏡検査については、膀胱ま

たは直腸進展が疑われる場合（すなわち IB3 期以上）に限って推奨され

る。妊孕性温存の選択肢を考慮すべきである。 

病期分類および手術の原則 

臨床病期診断 

当委員会は、2018 年改訂版 FIGO 分類に従ってガイドラインを更新した
28。I 期における病変の大きさおよび微小浸潤の定義が変更された。IA 期

については、外側への進展範囲が病期診断に影響を与えることがなくな

った。IB 期が 3 つのサブグループ、すなわち最大径 5mm 以上 2cm 未満

の浸潤癌と定義される IB1 期、腫瘍径 2～4cm と定義される IB2 期、腫

瘍径 4cm 以上と定義される IB3 期に分類された。リンパ節転移の考慮に

ついても変更が加えられ、画像検査（r）および病理学的検査（p）での

所見を後腹膜リンパ節転移の評価に用いることができ、IIIC 期では必須と

されている。リンパ節転移は IIIC 期として指定されるようになり、さら

に骨盤リンパ節転移のみの IIIC1 期と傍大動脈リンパ節転移がある IIIC2

期に細分化された。重要な点として、FIGO 分類では脈管侵襲が考慮され

ていないという事実がある。FIGO が病期診断の基準に脈管侵襲を組み込

まなかったのは、組織標本中の脈管侵襲の有無については必ずしも病理

医間で診断が一致しないためである。一部の委員は、脈管侵襲が広範に

認められる IA1 期症例では IB1 期のガイドラインに従って治療を行って

いくべきと考えている 28。 

http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/f_guidelines.asp
http://www.nccn.org/
https://cap.objects.frb.io/protocols/cp-femalereproductive-uterine-cervix-18protocol-4100.pdf
https://cap.objects.frb.io/protocols/cp-femalereproductive-uterine-cervix-18protocol-4100.pdf
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アルゴリズムでは 2018 年版 FIGO 分類に従って病期診断と病期別の治療

に関する推奨が変更されたが、本セクション内で引用されたデータの多

くは、過去の 2009 年版 FIGO 分類を採用したものである 29,30。 

外科的病期診断 

病理学的評価 

外科的病期診断および治療法決定の指針として、外科病理学的因子を用

いることができる。手術標本の病理学的評価で得られる所見は、入念に

記録すべきである。原発巣の評価における重要な要素として、腫瘍部位、

原発腫瘍の体積（多方向で）、組織型および組織学的分化度、間質浸潤、

切除断端の状態、脈管侵襲の有無などがある。切除した場合は、遊離腫

瘍細胞、微小転移巣および肉眼的転移があるリンパ節の数を記録すべき

である。センチネルリンパ節（SLN）マッピングを行う場合は、小さな

転移巣を検出するために SLN に対して ultrastaging を行うべきであるが、

SLN 以外のリンパ節には ultrastaging は不要である。その他の重要な因子

としては、子宮傍結合織、腟円蓋、卵管、卵巣、腹膜、大網などの組織/

臓器浸潤がある。 

「Sedlis Criteria」は、術後補助療法での治療決定の指針として用いられ

る中程度の危険因子であり、1）1/3 を超える間質浸潤、2）脈管侵襲、

3）4cm を超える原発腫瘍が含まれる 31。しかしながら、Sedlis Criteria

以外にも再発の重要な危険因子が存在する可能性がある。考慮すべき他

の危険因子としては、腫瘍の組織型（例えば、腺癌成分）32,33や断端辺縁

部または断端陽性などがある 34,35。 

最近の知見から、内頚部腺癌のリンパ節転移に対する予測因子は扁平上

皮癌とは異なることが示唆されている。後ろ向き研究によるデータから

は、頸部間質浸潤のパターンおよび脈管侵襲の有無（原発腫瘍の大きさ

ではない）でリンパ節転移のリスクを予測できることが示唆されている。

腺癌に対しては、間質浸潤のパターンを組み込んだ代替の分類法が提唱

されている 36-38。それらの分類法については、臨床で使用するための妥

当性検証がまだなされていない。 

保存的/妊孕性温存療法 

疾患のリスクと出産前および周産期の問題について十分なカウンセリン

グを行った高度に選択された症例では、妊孕性温存療法を考慮すること

ができる 39。生殖内分泌学の不妊治療専門医へのコンサルテーションが

勧められる。 

微小浸潤例（FIGO 分類では脈管侵襲を認めない IA1 期）はリンパ行性転

移の発生率が極めて低く 40-43、脈管侵襲の所見を認めない患者では、円

錐切除術による保存的治療が選択肢の 1 つとなる（カテゴリー2A）。脈

管侵襲の所見を認める IA1 期の患者では、円錐切除術（断端陰性）と

SLN マッピングアルゴリズムまたは骨盤リンパ節郭清の併用が妥当な保

存的アプローチの 1 つである。 

円錐切除術の目標は、子宮頸腟部と子宮頸管を一塊（en bloc）切除する

ことである。円錐の形状は病変の大きさ、種類、位置に合わせて個別化

することができる（すなわち、浸潤腺癌が疑われる症例では細長い円錐

とする）。当委員会はメスによる円錐切除を望ましい円錐切除術のアプ

ローチとして推奨している。しかしながら、十分な切除縁と適切な方向

を確保でき、かつ断片化しておらず電気外科的アーチファクトもない標

本 が 得 ら れ る 場 合 に は 、 LEEP （ loop electrosurgical excision 

procedure）も許容される 44-49。臨床的に適応がある場合は、頸管内掻爬

を追加すべきである。 

IA2 期および IB1 期患者（特に腫瘍経が 2cm 未満の患者）の一部は、温

存性の高い手術に適格となる可能性がある 50,51。病変の直径が 2cm 以下

の IA2 期、IB1 期および一部の IB2 期子宮頸癌患者に対しては、広汎子宮

頸部摘出術が妥当な妊孕性温存治療の選択肢となりうる 52-54。広汎子宮

頸部摘出術では、子宮頸部、腟断端、支持靱帯を切除する一方、子宮体

部および子宮底はそのまま温存する 55。この術式と同時に行う腹腔鏡下

http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/f_guidelines.asp
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骨盤リンパ節郭清は、単独または SLN マッピングとの併用で施行するこ

とができる（下記の「リンパ節マッピングおよびリンパ節郭清 」を参

照）。その進行性の高さから、小細胞型の神経内分泌腫瘍に対する広汎

子宮頸部摘出術は適切でないと考えられる 56。診断の難しさと潜在的な

進行性の強さから、子宮頸部胃型腺癌や悪性腺腫（最小偏倚腺癌）の治

療においても子宮頸部摘出術は不適切である 57。 

腟式広汎子宮頸部摘出術（VRT）は、病変の直径が 2cm 以下の慎重に選

択された症例に対して用いることができる 58-60。腹式広汎子宮頸部摘出

術（ART）は、腟式アプローチよりも子宮傍結合織を広く切除すること

ができ 52,60、IB1 期病変に対して広く用いられている。複数の症例集積研

究で広汎子宮頸部摘出術の腟式アプローチと腹式アプローチの安全性と

成績が評価されており 58,61-63、VRT64および ART65に関する系統的レビュ

ーも行われている。また少数の研究にて、直径 2～4cm の腫瘍のみを対

象としてこのアプローチが評価されおり、安全性を示す腫瘍学的成績が

報告されているが、予想された通り、この患者集団においては、妊孕性

の低下につながりうる術後補助療法が必要になることが多い 66-68。 

広汎子宮頸部摘出術を受けた患者における妊娠状況を調査した研究では、

様々な妊娠成功率が報告されている。VRT を受けた子宮頸癌患者 125 例

を対象とした症例集積研究では、58 例で 106 件の妊娠が報告された 59。

ART を受けた 413 例を対象とした系統的レビューでは、113 例が妊娠を

試み、67 例（59％）が妊娠に成功した 62。しかしながら、広汎子宮頸部

摘出術を受けた症例では流産および早産率が高かった 59,69-71。 

妊孕性非温存アプローチ 

Querleu and Morrow による外科的分類システム 72,73では、広汎子宮全摘

出術における切除および神経温存の程度が三次元的に記載されており、

以前用いられていた Piver-Rutledge 分類を更新した内容となっている 74。

子宮全摘出術のアプローチとしては、単純/筋膜外子宮全摘出術（A 型）、

準広汎子宮全摘出術（B 型）、広汎子宮全摘出術（C 型）がある 75,76。 

IA1 期症例には、円錐切除術、単純/筋膜外子宮全摘出術および準広汎子

宮全摘出術が選択肢となる。FIGO 分類で IA2、IB1、IB2 および IIA1 期

の子宮頸癌症例に対しては、広汎子宮全摘出術＋両側骨盤リンパ節郭清

（単独または SLN マッピングとの併用）が望ましい治療アプローチであ

る。広汎子宮全摘出術は、基靱帯および仙骨子宮靱帯の各面、腟上部、

骨盤リンパ節、ときに傍大動脈リンパ節も含む子宮頸部傍結合織の切除

縁がより広くなることから、単純子宮全摘出術より望ましい。米国では、

FIGO 分類で IB3 期病変を有する患者の一部と FIGO 分類で IIA2 期以上の

子宮頸癌症例の大多数に対しては、根治的手術よりも根治的化学放射線

療法を優先するのが一般的である。米国以外では、FIGO 分類の IB3～IIB

期症例の一部に対して、広汎子宮全摘出術または術前補助化学療法＋広

汎子宮全摘出術による治療が行われている。 

骨盤中央部に限局している（すなわち遠隔転移がない）子宮頸癌の再発

例または治療抵抗例では、骨盤除臓術が根治を望める外科的選択肢とな

りうる 77,78。骨盤除臓術については、Chi ら 75 および Gynecologic 

Oncology Group（GOG）Surgical Manual76が様々なアプローチを考察し

ている。 

リンパ節マッピングおよびリンパ節郭清 

センチネルリンパ節マッピング 

最近のデータによると、早期子宮頸癌患者における骨盤リンパ節郭清の

回避に SLN 生検が有用となる可能性が示唆されている 79,80。 

前向き研究の結果から、一般に早期子宮頸癌患者における SLN 検出の実

施可能性が支持されており、早期症例のうちかなりの割合で広範な骨盤

リンパ節郭清を安全に回避できる可能性が示唆されている 79-90。 
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SLN マッピングの研究で得られた統合データを用いたメタアナリシスで

は、SLN 検出率 89～92％、感度 89～90％という結果であった 91,92。検出

に重要と判定された因子は、腹腔鏡手術、青色色素と放射性コロイドの 2

つのトレーサーを用いるアプローチ、免疫組織化学染色を用いる病理学的

評価などであった。しかしながら、最近のメタアナリシスによると、イン

ドシアニングリーン（ICG）をトレーサーとする方法でも、青色色素とテ

クネチウム 99m の 2 つを用いる標準的なアプローチと同程度の全検出率

および両側検出率が得られるようである 93。ランダム化第 III 相試験であ

る FILM 試験により、ICG トレーサーは青色色素よりも多くの SLN（全体

および両側）を同定できることが実証された。94 

研究データからは、このアプローチの感度が限られており、術中評価

（すなわち凍結切片検査または捺印細胞診）では SLN の微小転移巣や孤

立性腫瘍細胞が見逃される可能性があることも浮き彫りにされている
82,86,88。このアプローチの感度は、腫瘍の直径が 2cm 以下の症例で比較

的良好となるようである 79,81,83,95。検出された SLN の ultrastaging によっ

て微小転移巣の検出率が向上することが示されている 84,85。 

縦断研究である SENTICOL 研究により、異常なリンパ流出パターンの発

見における SLN マッピングの有用性が実証された 83,96。さらに、リンパ

シンチグラフィーと術中 SLN マッピングの診断一致度が低いことも明ら

かになった 96。この研究ではさらに、両側の SLN の検出と生検により、

片側の SLN 生検と比べて、より信頼性の高いセンチネルリンパ節転移の

評価が可能となり、偽陰性が減ることを明らかにした 80。研究の多くで

は、SLN マッピングのアルゴリズムに概略を示したように、骨盤の片側

にセンチネルリンパ節が検出されない場合にも同側のリンパ節郭清を施

行することが支持されている 79,80,97。 

これらのデータを総合した結果、当委員会は SLN マッピングのアルゴリ

ズムを考慮することを推奨するとともに、検出とマッピングで最も正確

な結果が得られる対象は直径 2cm 未満の腫瘍であることを強調している。

SLN マッピングのアルゴリズムを遵守することが重要であり、マッピン

グが失敗に終わった場合には全例で同側のリンパ節郭清を施行し、SLN

マッピングの結果に関係なく、疑わしいリンパ節や肉眼的な腫大がみら

れるリンパ節はすべて切除すべきである 79。 

傍大動脈リンパ節の評価 

IB～IIB 期の子宮頸癌症例におけるリンパ節転移の発生率と分布を検討し

た研究では、傍大動脈リンパ節転移に骨盤リンパ節転移の存在、比較的

大きな原発腫瘍（＞2cm）および総腸骨リンパ節への転移と密接な関係

があることが示唆されている 98,99。 

GOG による試験（GOG 85、GOG 120、GOG 165）に参加した計 555

例の転帰データの解析から、傍大動脈リンパ節転移が外科的に除外され

た患者は、放射線学的に傍大動脈リンパ節転移と判定された患者より予

後が良好であることが明らかとなった 100。ある研究では、傍大動脈リン

パ節転移を来した患者において放射線療法の照射野を傍大動脈領域まで

拡大することの有効性が検討され、特に体積の小さいリンパ節転移があ

る患者で治療上の有益性が高くなることが示された 101。現在、傍大動脈

リンパ節転移の病期診断および治療について外科的な手法と放射線学的

な手法を比較するランダム化比較試験が進行中である 102。 

当委員会は、IB1 期以上の患者に対して傍大動脈リンパ節郭清を推奨して

いる。 

低侵襲の外科的アプローチ 

広汎子宮全摘出術の標準かつ従来のアプローチは開腹手術である。 

本ガイドラインでは、広汎子宮全摘出術が開腹手術と腹腔鏡下の低侵襲

手術（MIS）のいずれのアプローチでも施行でき、腹腔鏡下のアプローチ

としては従来法とロボット支援下手術があることを過去に繰り返し述べ

てきた。過去の後ろ向きレビューおよび前向き観察研究のデータから、

従来の腹腔鏡下広汎子宮全摘出術後の腫瘍学的な成績は 3～6 年間の追跡
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終了時点で開腹手術と同等であったことが実証されている 103-106。同様に、

多施設データの後ろ向きレビューおよびマッチングを行ったコホート研

究でも、開腹下の腹式広汎子宮全摘出術とロボット支援下広汎子宮全摘

出術の腫瘍学的成績（再発率および生存率）は 3～5 年間の追跡終了時点

で同等であったことが示されている 106-109。さらに、26 の研究で得られ

たデータを用いて最近実施された系統的レビューとメタアナリシスでは、

広汎子宮全摘出術における腹腔鏡下とロボット支援下の両アプローチが

それぞれ同等の術中成績および術後短期成績をもたらすことが明らかに

された 110。 

しかしながら、最近のいくつかの重要な報告によって、開腹アプローチ

と MIS アプローチの間で想定されていた治療上の同等性に対して疑問が

呈されている。低侵襲の広汎子宮全摘出術は開腹下の腹式広汎子宮全摘

出術と比較して DFS 率および OS 率が低下することが、最近発表された

前向きランダム化試験によって確認された 111。この第 III 相試験である

LACC 試験（NCT00614211）は、腹式広汎子宮全摘出術（TARH）と腹

腔鏡下/ロボット支援下広汎子宮全摘出術のいずれかを受けた早期子宮頸

癌患者において成績データを明確に比較できるように設計されていた。

試験終了時点で、319 例が MIS（84％が腹腔鏡下、16％がロボット支援

下）を、312 例が TARH を受けていた。両手術群とも 92％の被験者が

IB1 例であった。MIS 群に開腹手術との比較で無病生存率の低下（3 年

DFS 率＝91.2％対 97.1％；HR＝3.74；95％CI＝1.63～8.58）および全生

存率の低下が認められた（3 年 OS 率＝93.8％対 99.0％；HR＝6.00；

95％CI＝1.77～20.30）111。MIS は標準治療の開腹手術との比較で、あら

かじめ設定された非劣性の基準を満たさなかった（P＝0.88）。 

最近報告された別の 2 つの疫学研究でも、IA2～IB1 期子宮頸癌症例にお

いて低侵襲の広汎子宮全摘出術に開腹手術との比較で OS 短縮との関連

が認められた 112,113。Melamed らは、開腹手術（n＝1236）または MIS

（n＝1225）を受けた IA2 期または IB1 期子宮頸癌症例を比較した SEER

ベースのコホート研究に関して報告した 112。MIS を受けた患者では、開

腹手術を受けた患者と比較して 4 年死亡率が高かった（9.1％対 5.3％；P

＝0.002）。相対生存率は、MIS の手技が採用される以前は安定していた

が（2000～2006 年）、採用後の期間では有意な低下が認められた。

Margul らは 2010～2013 年の National Cancer Database のデータを検討

し、広汎子宮全摘出術を受けた IB1 期子宮頸癌症例において開腹手術と

MIS アプローチの成績を比較した 114。MIS に手術合併症の発生率低下お

よび費用低減との関連が認められたが、腫瘍の大きさが 2cm 以上で MIS

を受けた症例では、開腹下の腹式広汎子宮全摘出術を受けた症例と比較

して 5 年生存率が低かった（81.3％対 90.8％；P＜0.001）114。 

これら最新の知見は、MIS と開腹手術の治療上の同等性とともに MIS に

関連した入院期間の短縮と回復の迅速化という潜在的な長所を示唆して

いた、過去の症例集積研究の結果と矛盾している 106,107,109,110,115-118。 

MIS の手技は開腹手術と比較して腫瘍学的転帰および生存期間が不良で

あるという最近発表された知見を考慮すれば、それぞれの外科的アプロ

ーチの腫瘍学的なリスクと潜在的な短期的ベネフィットについて、患者

のカウンセリングを入念に行うべきである。 

初回治療 

注：病期別の推奨は、Bhatla らによる 2018 年改訂版の FIGO 分類に基づ

いている 28。しかし、本セクション内で引用されている試験データは、

主に以前の 2009 年版 FIGO 分類を採用したものである 29,30。 

早期子宮頸癌の初回治療は、手術か放射線療法（RT）のいずれかとなる。

ただし手術については、IA 期や IB1 期、IB2 期、IIA1 期の一部などの早

期症例、妊孕性温存希望例、病変が比較的小さい症例のみを対象とする

のが通常である 119。当委員会では、5 つのランダム化臨床試験の結果に

基づき、IB3～IVA 期症例に対する初回治療としては同時化学放射線療法

が一般に第一選択の治療法であるという見解で合意している 120,121。化学

放射線療法はまた、子宮全摘出術の適応がない症例でも施行可能である。
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腺癌の治療については、それだけを特別に評価した研究は少ないものの、

一般的には扁平上皮癌と同様の方法で行われている 122-124。 

閉経前女性に骨盤照射や化学放射線療法を施行すれば、必ず卵巣機能不

全を招くことになる 125。そのため 45 歳未満の扁平上皮癌患者に骨盤照

射を施行する場合には、本来のホルモン機能の温存を目的として、症例

を選択した上で卵巣移動術を考慮することができる 126,127。 

治療に関する推奨を支持する重要な第 III 相臨床試験 

イタリアのランダム化試験において、臨床病期が早期（IB～IIA 期）の患

者を対象とした放射線療法単独と広汎子宮全摘出術＋リンパ節郭清との

比較が行われた 128。子宮傍結合織浸潤あり、浸潤のない頸部間質が 3cm

未満、断端陽性、リンパ節転移陽性のいずれかの条件を満たす症例に対

して術後補助放射線療法が施行された。放射線療法単独群と手術群（一

部が術後放射線療法を併用）の間で成績は同等であったが、集学的アプ

ローチが取られた群の方が合併症の発生率が高かった。 

ランダム化臨床試験の結果に基づくと、IB3 期、II 期、III 期、IVA 期症例

に対する第一選択の治療法は、プラチナ製剤を含む化学療法（シスプラ

チン単剤［望ましい］またはシスプラチン/フルオロウラシル）による同

時化学放射線療法である 129-134。これらの試験では、同時化学放射線療法

により放射線療法単独の場合と比べて死亡リスクを 30～50％低減できる

ことが示された。放射線療法と同時併用する場合、化学療法の至適レジ

メンについて更なる検討が必要ではあるが、シスプラチンを含む同時化

学放射線療法が果たす役割は、これらの試験によって明確に確立された。

このデータに基づき、浸潤性子宮頸癌に対しては放射線療法単独ではな

く化学放射線療法を強く考慮すべきであるとの警告が米国 National 

Cancer Institute（NCI）から発表された 134。これらの試験のうち 3 件で

実施された長期追跡では、シスプラチンを含む同時化学放射線療法によ

って放射線療法単独または放射線療法＋ヒドロキシカルバミドの場合と

比べて無増悪生存期間（PFS）および全生存率が改善されることが確認

された 135-137。また最近実施されたメタアナリシスでは、化学放射線療法

によって 5 年生存率が 6％改善されることが報告された（ハザード比

［HR］＝0.81；P＜0.001）138。カナダで実施された大規模な集団ベース

の症例登録解析（n＝4069）では、化学放射線療法によって放射線療法単

独の場合と比べて成績の改善が得られたことが確認された 139。 

化学放射線療法については、忍容性は確認されているものの、急性およ

び長期の副作用が報告されている 138,140,141。その毒性の低さから、シスプ

ラチン単剤による同時化学放射線療法の方がシスプラチン/フルオロウラ

シルによる化学放射線療法よりも望ましい場合がある 121,142。シスプラチ

ンを含む同時化学放射線療法に耐えられない可能性がある症例では、カ

ルボプラチン（シスプラチンに耐えられない場合に望ましい）や非プラ

チナ製剤を用いた同時化学放射線療法も選択肢となる 138,143-148。本ガイ

ドラインには、シスプラチンに耐えられない患者に対する望ましい放射

線増感剤としてカルボプラチンが追加されている。 

同時化学放射線療法を選択する場合は、一般的には骨盤部に対する外照

射療法の施行中に化学療法が行われるという点に留意すべきである 121。

「全身地固め療法」（化学放射線療法の完了後に化学療法を追加するこ

と）については、当委員会は臨床試験（例えば、OUTBACK［ANZGOG-

0902/GOG 274 、 NCT01414608 ］ お よ び RTOG 724

［NCT00980954］）での施行に限定すべきであると考えている 149。 

早期例 

入念な臨床評価によって早期子宮頸癌と診断された症例では、初回治療

は手術か放射線療法のいずれかとなる。以下では、FIGO 分類に従って階

層化した治療計画を示す。IA 期および IB1 期の一部の症例と IB2 期の特

定の症例では妊孕性温存用のアルゴリズムを適用してもよい。小細胞神

経内分泌腫瘍、胃型腺癌または悪性腺腫（最小偏倚腺癌）の患者には、

そのリスクの高さとデータの乏しさから、一般に妊孕性温存手術は推奨

されない。 
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IA1 期症例 

IA1 期症例に対する推奨選択肢は、円錐切除診の結果に加えて、1）患者

が妊孕性の温存を希望するかどうか、2）医学的に手術可能かどうか、な

らびに 3）脈管侵襲があるかどうかによって異なってくる。リンパ節郭清

の範囲は、骨盤リンパ節転移および脈管侵襲の有無と腫瘍の大きさに依

存する。SLN マッピングを考慮することができる。 

妊孕性温存 

妊孕性の温存を希望する症例には、円錐切除診単独または円錐切除術＋

骨盤リンパ節郭清が推奨される 90,150,151。 

円錐切除診の目標は、浸潤癌および高度扁平上皮内病変（HSIL）につい

て陰性の断端を得ることである。円錐切除診で断端陰性となり脈管侵襲

の所見を認めない患者では、妊孕性の温存を希望する場合、経過観察が

選択可能となる。円錐切除診で断端陽性となった症例では、（IA2/IB 期

病変を除外するために）浸潤深度をより正確に評価するための円錐切除

診の再施行や、広汎子宮頸部摘出術などが選択肢となる。円錐切除術後

に断端陽性と判定された症例を対象とした研究では、残存病変の予測因

子として、頸管内掻爬陽性、頸管断端と頸管内掻爬所見の組合せ、病変

体積などが挙げられた 34,152,153。 

脈管侵襲を伴う IA1 期症例には、円錐切除術（断端陰性）＋腹腔鏡下骨

盤 SLN マッピング/リンパ節郭清が妥当な治療戦略となる。さらに、こ

の状況では広汎子宮頸部摘出術＋SLN マッピング/骨盤リンパ節郭清によ

る治療も可能である 63,154-157。 

早期癌に対して広汎子宮頸部摘出術と円錐切除診のいずれかを受けたこ

とのある症例で、HPV の慢性持続感染がある場合、Pap 検査で異常所見

が続いている場合、または子宮摘出を希望する場合には、出産を終えし

だい子宮全摘出術を考慮することができる。 

早期の扁平上皮癌と診断されて卵巣温存（すなわち子宮全摘出術のみ）

を選択した閉経前の若年患者（45 歳未満）では、卵巣転移率は低いと報

告されている 158,159。 

妊孕性非温存 

妊孕性の温存を希望しない医学的かつ技術的に手術可能な IA1 期症例に

は、脈管侵襲がなく、かつ円錐切除診で断端陰性または異形成について

断端陽性のいずれかの場合は、一般に筋膜外（単純）子宮全摘出術が推

奨される。癌について断端陽性の症例には、準広汎子宮全摘出術＋SLN

マッピング/骨盤リンパ節郭清が推奨される（リンパ節郭清はカテゴリー

2B）。SLN マッピングを考慮することができる。また、浸潤深度をより

良好に評価するため、円錐切除診の再施行も考慮することができる。脈

管侵襲がみられる場合は、準広汎子宮全摘出術＋SLN マッピング/骨盤リ

ンパ節郭清が推奨される。円錐切除診で断端陰性となった症例では、医

学的な理由で手術不能または患者が手術を拒否する場合には経過観察が

推奨される。 

IA2 期症例 

IA2 期症例に対する推奨は、患者が妊孕性温存を希望するか否かと、病変

が医学的に手術可能か否かに依存する。 

妊孕性温存 

妊孕性の温存を希望する症例には、広汎子宮頸部摘出術＋骨盤リンパ節

郭清が推奨される。SLN マッピングも考慮することができる。円錐切除

診で断端陰性となり、骨盤リンパ節郭清でも陰性となった症例では、経

過観察も選択肢の 1 つとなる。 
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妊孕性非温存 

妊孕性の温存を希望しない医学的に手術可能な症例に推奨される治療法

としては、手術や放射線療法などがある。推奨される外科的選択肢は、

広汎子宮全摘出術＋両側骨盤リンパ節郭清である。SLN マッピングも考

慮することができる。骨盤リンパ節転移が既知または疑われる場合は、

傍大動脈リンパ節郭清の適応となる。IA2 期症例に対する比較的根治性の

低い外科的アプローチが進行中の研究で検討されている 153,160。 

医学的に手術不能であるか手術を拒否する症例では、骨盤に対する外照

射療法（EBRT）＋小線源治療（従来から A 点総線量 70～80Gy）が治療

選択肢の 1 つとなる 161。この線量は、通常の分割照射での総線量と低線

量率（40～70cGy/h）小線源治療での等価線量に基づいて設定されたも

のであり、大半の症例において推奨される。高線量率の小線源治療を行

う場合は、正常組織の耐容能、線量の分割および標的体積の大きさに基

づいて、もしくは生物学的等価線量の計算に基づいて治療計画を修正す

べきである。 

IB 期および IIA 期症例 

IB 期または IIA 期症例は、病期および病変の大きさに応じて、手術、放

射線療法または同時化学放射線療法によって治療可能である。妊孕性温

存手術は IB1 期または一部の IB2 期症例にのみ推奨される（次節を参

照）。これらの症例では、骨盤外病変の除外を目的として、治療法の決

定前に PET/CT を施行してもよい。Gynecologic Oncology Group

（GOG）の見解では、外科的病期診断は進行した子宮頸癌症例を対象と

した選択肢とされている。IB3 期および IIA2 期症例の腫瘍評価には放射

線学的な画像検査が推奨される（NCCN 子宮頸癌ガイドラインの「画像

検査の原則 」を参照）。 

IB1 期：妊孕性温存 

IB1 期および一部の IB2 期患者が妊孕能の温存を希望する場合には、広汎

子宮頸部摘出術＋骨盤リンパ節郭清±傍大動脈リンパ節郭清が選択肢の 1

つとなるが、一般的には腫瘍径が 2cm 以下の場合のみが対象となる

［NCCN 子宮頸癌ガイドライン］52,154-157,162。SLN マッピングも考慮する

ことができる。腫瘍径が 2～4cm の場合は、多くの患者で病理学的な危

険因子（Sedlis criteria、リンパ節転移陽性など）により術後補助療法が

必要と判断されることから、この状況での妊孕性温存アプローチの選択

には慎重を期す必要がある。一方で、腟式子宮頸部摘出術に 2cm のカッ

トオフ値を採用できると示唆する外科医もいれば、腹式子宮頸部摘出

術）に 4cm のカットオフ値を採用する外科医もいる 163。ある研究では、

IB1 期の子宮頸癌患者を対象として広汎子宮頸部摘出術と広汎子宮全摘出

術の成績が比較されたが、4 年後時点での腫瘍学的な成績は同程度であっ

た 52。小細胞型神経内分泌腫瘍、胃型腺癌および悪性腺腫の IB1 期また

は IB2 期症例は、妊孕性温存手術の候補として適切ではないと考えられ

る。 

IB 期および IIA 期：妊孕性非温存 

IB1 期、IB2 期および IIA1 期症例における初回手術は、広汎子宮全摘出術

＋両側骨盤リンパ節郭清（カテゴリー1）±傍大動脈リンパ節郭清で構成

される（傍大動脈リンパ節郭清はカテゴリー2B）128,164。IB1 期、IB2 期

および IIA1 期症例には SLN マッピングも考慮することができる。当委員

会では、複数のランダム化試験の結果に基づき 128-130,132,133、IB1 期、IB2

期または IIA1 期の症例には手術が最適な選択肢であるのに対し、IB3 期

または IIA2 期の症例には同時化学放射線療法が最適な選択肢であると考

えている。そのため、IB1 期、IB2 期または IIA1 期症例では初回手術の選

択肢をカテゴリー1 の推奨としているのに対し、IB3 期または IIA2 期症例

では一次化学放射線療法をカテゴリー1 の推奨としている。腫瘍が比較的

大きく、骨盤リンパ節転移が判明または疑われる症例では、傍大動脈リ
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ンパ節郭清を施行してもよい。当委員会には、まず骨盤リンパ節郭清を

行い、そこで陰性となれば、続いて広汎子宮全摘出術を施行すべきであ

ると考える委員もいる。リンパ節転移が陽性となった場合には子宮全摘

出術は断念すべきであり、そのような症例には化学放射線療法を施行す

べきである。IB1 期、IB2 期または IIA 期症例（子宮全摘出術の適応がな

い症例を含む）に対する選択肢としては、骨盤照射＋小線源治療の併用

±プラチナ製剤を含む化学療法も考慮される。放射線増感を目的とする

望ましいレジメンとしては、シスプラチンや、シスプラチンに耐えられ

ない患者用のカルボプラチンなどがある。その他の推奨レジメンとして

は、シスプラチン/フルオロウラシルなどがある。同時化学放射線療法は

より進行した症例における根治的治療に有効であることが証明されてい

るが、IB1 期、IB2 期または IIA1 期症例を対象としてこのアプローチを特

別に評価した試験は実施されていない。これらの病期で腫瘍が比較的小

さい症例においては、危険性と有益性のバランスを慎重に検討するべき

である。 

臨床病期が IB3 期または IIA2 期で根治的放射線療法を受ける患者につい

ては、シスプラチンを含む化学療法の同時併用が生存率を有意に改善さ

せることが示されている。当委員会は、根治的 EBRT＋プラチナ製剤を

含む同時化学療法＋小線源治療（従来から A 点総線量 75～80Gy）を推

奨する。ここでも、正常組織の耐容能、線量の分割および標的体積の大

きさに基づいて治療計画を修正すべきである。一次化学放射線療法の推

奨はカテゴリー1 である 129,130。 

IB3 期または IIA2 期症例について一次化学放射線療法に続く補助療法と

しての子宮全摘出術（カテゴリー3）（completion surgery としても知ら

れる）を推奨するか否かについては、当委員会に大きな見解の不一致が

みられた 129。放射線療法に続く補助療法としての子宮全摘出術について

は、骨盤内制御率を改善することが示されているが、全生存率の改善は

示されておらず、合併症発生率の増加との関連が指摘されている 165。最

近の Cochrane review では、局所進行子宮頸癌患者において手術以外の

標準治療への子宮全摘出術の追加が有益であったかどうかが検討され、

手術に伴う生存期間延長効果を実証するにはデータが十分でないことが

明らかにされた 166。合併症の発生率は completion surgery 施行群の方が

高かったが、これは腹腔鏡手術で低減できる可能性がある 167-170。ルーチ

ンの子宮全摘出術（completion hysterectomy）は一般的には施行されな

いが、このアプローチは、病変の進展範囲または子宮の解剖学的状態の

ために小線源治療では病変を十分にカバーできない患者で考慮してもよ

い。 

進行例 

従来、本カテゴリーは IIB 期から IVA 期までの症例（すなわち局所進行

例）とされてきたが、現在では、多くの腫瘍医が IB3 期および IIA2 期症

例も本カテゴリーに含めている。一次化学放射線療法を受ける進行例で

は、放射線療法での照射体積が極めて重要となるが、これは骨盤リンパ

節および傍大動脈リンパ節転移の評価によって決定される。IB2 期以上の

症例（特にリンパ節転移または骨盤外進展の評価）には画像検査

（PET/CT を含む）が推奨される（NCCN 子宮頸癌ガイドラインの「画

像検査の原則 」を参照）。MRI は局所病変の進展範囲の特定と放射線治

療計画の支援に有用である。しかしながら、疑わしい画像所見が得られ

た場合は、子宮外病変の針生検の施行を考慮してもよい。このような症

例では、外科的な病期診断（腹膜外または腹腔鏡下リンパ節郭清術）も

選択肢の 1 つとなる（カテゴリー2B）171。外科的病期診断では、画像検

査では識別できない微小リンパ節転移を検出できる可能性もある 172。 

リンパ節転移が陰性の症例と外科的病期診断で病変が骨盤内に限局して

いることが確認された症例では、骨盤照射とプラチナ製剤を含む化学療

法の同時併用治療＋小線源治療（カテゴリー1）を施行する 120,121,130,132-

134,173。同時化学療法で現在容認されるプラチナ製剤を含むレジメンとし

ては、放射線療法の施行中にシスプラチン（望ましい）またはカルボプ

ラチン（シスプラチンに耐えられない場合に望ましい）を週 1 回単剤で

投与するものと、3～4 週毎にシスプラチン/フルオロウラシルを投与す

るものがある。第 III 相国際共同ランダム化試験において、シスプラチン/
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ゲムシタビンと EBRT の同時併用治療に続いて放射線療法後にシスプラ

チン/ゲムシタビンを 2 サイクル追加したことで、標準レジメンによるシ

スプラチン＋骨盤照射の同時併用治療と比べて PFS および全生存率の改

善が得られことが報告された 174。しかしながら、統計学的な試験デザイ

ンが変更されたことと、より優れていると報告されたシスプラチン/ゲム

シタビンと EBRT の同時併用レジメンに毒性による未解決の問題がある

ため、この試験については議論がある 174-177。しかしながら、画像検査で

傍大動脈および骨盤リンパ節に転移が認められた症例では、転移巣を検

索するための画像検査が推奨される。拡大照射野での EBRT、プラチナ

製剤を含む同時化学療法、および小線源治療が推奨される。傍大動脈リ

ンパ節転移が陽性で遠隔転移も陽性となった症例では、全身化学療法±

個別化した EBRT により治療を行っていく 178。 

転移例 

遠隔転移を来した症例（IVB 期症例）に対する初回治療としては、プラ

チナ製剤を含む化学療法が施行されることが多い（本考察の「転移例に

対する治療 」を参照）。このような状況では、骨盤内病変と他の症状を

制御するために、個別化 EBRT を考慮することができる 178。 

術後補助療法 

広汎子宮全摘出術の施行後には、手術時の所見および病期に応じて、術

後補助療法の適応となる場合がある。広汎子宮全摘出術が施行された IA2

期、IB 期または IIA1 期の症例において、リンパ節転移陰性かつ断端陰性

かつ子宮傍結合織浸潤陰性で子宮頸部に危険因子が認められない場合は、

経過観察が適切となる（Sedlis Criteria）。しかしながら、何らかの病理

学的な危険因子が発見された場合は、広汎子宮全摘出術の施行後に術後

補助療法の適応となる。 

IA2 期、IB 期または IIA1 期であって、術後の時点でリンパ節転移は陰性

とされたものの、原発腫瘍が大きかった、間質浸潤が深かった、脈管侵

襲が認められた、これらいずれかの条件を満たす症例には、プラチナ製

剤を含む化学療法（カテゴリー2B）を同時併用する（または併用しな

い）骨盤照射（カテゴリー1）が推奨される 31,179-182。放射線増感を目的

とする推奨レジメンとしては、シスプラチン（望ましい）、カルボプラ

チン（シスプラチンが耐えられない場合に望ましい）、シスプラチン/フ

ルオロウラシルなどがある。 

子宮全摘出術＋骨盤リンパ節郭清の施行後にリンパ節転移陰性と判定さ

れた IB 期の子宮頸癌患者を対象としたランダム化試験（GOG 92）にお

いて、術後補助療法として骨盤照射のみを施行した場合と一切の術後治

療を施行しなかった場合との比較が行われた 31。この試験では、1）1/3

を超える間質浸潤、2）脈管侵襲、3）4cm を超える原発腫瘍、以上の危

険因子（一般に Sedlis Criteria と呼ばれる）を 2 つ以上有する患者は「中

リスク」症例とみなされ、適格とされた。リンパ節転移陽性の患者と断

端陽性の患者は除外された。2 年後時点での無再発率は、術後補助放射線

療法施行群の 88％に対して、術後補助療法非施行群では 79％という結果

であった。長期（12 年間）追跡後の解析では、術後補助療法としての骨

盤照射による PFS の延長が確認され、全生存期間の延長について明確な

傾向が認められた（P＝0.07）179。このような中リスク症例におけるシス

プラチン＋放射線療法の同時併用治療の役割については、現在も第 III 相

国際共同ランダム化試験（GOG 263、NCT01101451）において評価が進

められている。 

再発の重要な危険因子は「Sedlis Criteria」（すなわち、間質浸潤、脈管

侵襲、原発腫瘍の大きさ）に限定する必要はない。考慮すべき他の危険

因子としては、腫瘍の組織型（例えば、腺癌成分）32,33 や断端辺縁部また

は断端陽性 34,35などがある。 

骨盤リンパ節転移、断端陽性、子宮傍結合織浸潤という条件を 1 つでも

満たす症例では、術後骨盤照射＋プラチナ製剤を含む化学療法の同時併

用（カテゴリー1）131±腟内小線源治療が推奨され、これらの患者は「高

リスク」症例とみなされる。腟内小線源治療は、腟粘膜の断端陽性症例

に対する追加照射として有用となりうる。広汎子宮全摘出術と骨盤リン

http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/f_guidelines.asp
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パ節郭清を受けた高リスクの早期症例（骨盤リンパ節転移、子宮傍結合

織浸潤または断端陽性を認める場合）では、同時化学放射線療法による

術後補助療法を施行することで全生存率が有意に改善される 131。

Intergroup Trial 0107/GOG 109 では、IA2 期、IB 期または IIA 期の子宮頸

癌で手術時にリンパ節転移、断端陽性または子宮傍結合織への微小浸潤

が認められた患者において、シスプラチンおよびフルオロウラシルを骨

盤照射と同時併用する術後補助療法に統計学的に有意な有益性が認めら

れた 131。最近の研究により、National Cancer Database の集団ベースコ

ホート（n＝3053）の GOG 109 から得られた上記の知見が再評価され、

術後補助化学放射線療法の生存期間延長効果が確認されたが、その効果

はリンパ節転移のある患者で最も得られる可能性が高いことが示唆され

ている 183。 

初回手術の結果によっては、遠隔転移の有無を判断するために画像検査

が推奨される場合がある。遠隔転移が陽性の症例では、必要に応じて疑

わしい部位の生検を施行する。遠隔転移が認められない症例に推奨され

る治療法は、拡大照射野での EBRT（骨盤および傍大動脈リンパ節を含

む）＋プラチナ製剤を含む化学療法の同時併用±小線源治療となる。放

射線増感を目的とする推奨レジメンとしては、シスプラチン（望まし

い）、カルボプラチン（シスプラチンが耐えられない場合に望ましい）、

シスプラチン/フルオロウラシルなどがある。遠隔転移が認められた症例

に推奨される治療法は、全身化学療法±個別化 EBRT である 178。 

術前補助化学療法に続いて手術を施行する治療法については、放射線療

法が施行できない症例で用いられてきたが、早期の子宮頸癌患者 184-186ま

たは局所進行子宮頸癌患者 187,188において手術単独と比べて生存率を改善

することを示唆したデータは得られてない。IB1～IIA 期の子宮頸癌患者

に関するデータのメタアナリシスでは、術前補助化学療法について、腫

瘍の大きさと転移巣を減らす効果により術後補助放射線療法の必要性を

減らす可能性が認められたものの、全生存期間の延長は示唆されなかっ

た 188。しかしながら、2 つ目のメタアナリシスのデータでは、術前補助

化学療法に対する反応が PFS および全生存期間の強力な予後因子である

ことが示唆された 189,190。臨床試験以外の状況では、当委員会は術前補助

化学療法を推奨していない。 

サーベイランス 

当委員会は、治療後サーベイランスについての Society of Gynecologic 

Oncology の新しい推奨に同意する 191。そこで推奨されているサーベイラ

ンスは、患者の再発リスクと個人的な希望に基づく内容となっている。

病歴聴取および身体診察については、最初の 2 年間は 3～6 ヵ月毎、その

後の 3～5 年間は 6～12 ヵ月毎、その後は 1 年毎に施行するように推奨さ

れている。高リスク患者には、低リスク患者（例えば、最初の 2 年間は

6 ヵ月毎）よりも短い間隔で評価を行ってもよい（例えば、3 ヵ月毎）。 

適応がある場合は、下部生殖器の異形成の発見を目的として、年 1 回の

子宮頸部/腟細胞診を考慮することができる（例えば、妊孕性温存手術を

受けた患者）。パパニコロウ塗抹検査では治療後に無症状となった I～II

期の子宮頸癌症例で再発を検出できなかったとする研究が複数存在する

ことから、厳格な細胞診によるフォローアップは正当化できないと示唆

する臨床医もいる 191-193。これらの患者とスクリーニングを受ける一般集

団の間に本質的にみられる相違を踏まえて、当委員会はサーベイランス

時に発見された軽度扁平上皮異形成の精査を推奨しないが、この分野の

専門知識をもつ医療従事者によるフォローアップを提案する。子宮頸部

および腟細胞診のみでは子宮頸癌再発の検出率は低いことから、強い疑

いをもって適切な臨床評価を行うことが重要である 194。 

I 期症例に対するフォローアップの画像検査については、身体診察での異

常所見や新たな骨盤、腹部または肺症状など、認められる症状・徴候と

再発/遠隔転移に対する臨床的な懸念に基づいて判断すべきである。妊孕

性温存治療を行った場合は、手術の 6 ヵ月後と以降 2～3 年間の 1 年毎に

骨盤 MRI を考慮すべきである。遠隔転移が疑われる場合は、PET/CT を

http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/f_guidelines.asp
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考慮することができる 195。II 期以上の患者に対しては、治療完了後 3～6

ヵ月以内に PET/CT（望ましい）または CT を施行すべきであり、骨盤

MRI は任意である。更なる画像検査については、認められる症状・徴候

と再発/遠隔転移に対する臨床的な懸念に基づいて判断すべきである。画

像検査によるサーベイランスの具体的な適応および推奨については、

NCCN 子宮頸癌ガイドラインの「画像検査の原則 」で詳述されている
191,196-204。 

半年毎の血算や血中尿素窒素（BUN）、血清クレアチニン測定などの他

の多くの検査についても、臨床的な適応に応じた任意の選択肢となる。

治療抵抗例と再発例においては、再発治療を開始する前に、臨床的な適

応に応じた別の画像診断や一部の症例では外科的検索によって評価を行

う必要がある（次節を参照）205。 

再発を示唆する症状に関する患者教育の実施が推奨される（例えば、帯

下、体重減少、食欲減退、骨盤痛、股関節痛、背部痛、下肢の疼痛、遷

延性の咳嗽）。健康な生活習慣、肥満、栄養、運動、性的健康、ホルモ

ン補充療法ならびに治療による長期および晩期の潜在的影響に関する患

者のカウンセリングも行うべきである。また、禁煙とその維持を推奨す

べきである 191。NCCN Guidelines for Survivorship、NCCN 禁煙ガイドラ

インおよびhttp://www.cancer.org/treatment/survivorshipを参照のこと。 

子宮頸癌に対して放射線療法を受けた患者は、腟狭窄や腟乾燥を来すこ

とがあり、性の健康および腟の健康に関する重要な問題について教育を

受けるべきである。定期的な腟性交や腟拡張器の使用および腟保湿剤/潤

滑剤（例えば、エストロゲンクリーム）の使用について、患者に情報を

提供すべきである。腟狭窄の予防または治療に腟拡張器が使用できる可

能性のあることが逸話的な報告から示唆されている 206。腟拡張器の使用

は放射線療法の終了後 2～4 週目より開始し、無期限に使用することがで

きる。 

子宮頸癌の生存者には二次癌の発生リスクがある 207。あるデータによる

と、骨盤領域の癌に対して放射線療法を受けた患者では、特に子宮頸部

付近の照射部位（例えば、結腸、直腸/肛門、膀胱）において、放射線誘

発性の二次癌が発生するリスクがあることが示唆されている。したがっ

て、これらの患者には綿密なサーベイランスの実施が適切となる 208,209。 

再発例に対する治療 

再発は、再発例に対する治療計画に進む前に生検により証明するべきで

ある。 

局所領域療法 

初回治療後に子宮頸癌の局所再発を来した症例は、根治的治療の適応と

なる可能性があり、その選択肢としては、1）放射線療法±化学療法と

2）手術などがある 120,210。ある特定の状況下では、再発例における治療

後の長期無病生存率は約 40％と報告されている 211。 

放射線療法を受けたことのない患者が局所領域再発を起こした場合、ま

たは過去に受けた放射線療法の照射野の外で再発が起きた場合には、腫

瘍を標的とした EBRT±化学療法および/または小線源治療の併用による

治療が選択肢となり、可能であれば外科的切除を考慮してもよい。再発

例に対する化学放射線療法では、シスプラチンまたはカルボプラチン単

剤かシスプラチン/フルオロウラシルを用いるのが一般的である 212,213。

しかしながら、これらのレジメンによる初回化学放射線療法の完了後す

ぐに再発を来した患者では、カルボプラチン、パクリタキセル、ゲムシ

タビンなどの別の薬剤による同時化学療法薬を考慮してもよい。 

放射線療法の施行後に骨盤の中央部で再発を起こした症例には、骨盤除

臓術±術中放射線療法（IORT）の可能性について評価すべきであるが、

IORT はカテゴリー3 である 214-221。手術死亡率は一般に 5％以下である一

方、慎重に選択された症例では生存率は 50％近くまで改善されている 217。

この根治的手術を施行する場合は、手術による社会心理的影響や精神性

http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/f_guidelines.asp
https://www.nccn.org/professionals/physician_gls/pdf/survivorship.pdf
https://www2.tri-kobe.org/nccn/guideline/lung/japanese/smoking.pdf
https://www2.tri-kobe.org/nccn/guideline/lung/japanese/smoking.pdf
http://www.cancer.org/treatment/survivorship
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的影響に対処するために、適切なリハビリテーションプログラムや再建

手術などの措置を講じるべきである 216,222-224。骨盤中央部の孤立性病変

による再発で放射線療法が施行された症例では、骨盤除臓術が一般的な

外科的アプローチとなるが、中央部に小病変（2cm 未満）が存在する患

者であれば、慎重に症例を選択した上で広汎子宮全摘出術か小線源治療

を考慮してもよい。 

中央部以外での再発例に対する選択肢としては、EBRT±化学療法、切除

術±IORT（IORT はカテゴリー3）、または化学療法（NCCN Guidelines 

for Palliative Careを参照）、臨床試験への参加などが挙げられる。根治的

な二次治療（手術または放射線療法）の施行後に再度再発を来した患者

の予後は不良である。このような症例では、全身療法、緩和療法または

臨床試験への参加が検討される。 

転移例に対する治療 

初回診断時であれ再発時であれ、遠隔転移を来した症例での治癒はまれ

である。しかしながら、局所治療を適用可能な孤立性遠隔転移を来した

ごく一部の症例では、1）外科的切除±EBRT、2）局所アブレーション療

法±EBRT、3）EBRT±化学療法のいずれかによる長期生存例も報告さ

れている。補助療法として全身化学療法を考慮することができる。例え

ば、少数転移（oligometastassis）に対する積極的な局所療法が有益とな

りうる状況として、リンパ節転移、肺転移、肝転移または骨転移が症例

が挙げられる 225,226。局所療法に続いて、さらに術後補助化学療法を考慮

することができる。上記に該当しない大半の遠隔転移例で適切となるア

プローチは、臨床試験への参加、化学療法、緩和療法のいずれかとなる

（www.NCCN.orgの NCCN Guidelines for Palliative Care を参照）。 

局所的な疼痛管理や外科的切除が適用できない大量照射部位での骨盤内

再発例では、症状の緩和が困難となる。このような部位では、一般に化

学療法に対する反応が不良であり、こうした再発のために発生する疼痛

や瘻孔などの合併症を十分に緩和することには、臨床的な困難を伴う

（http://emedicine.medscape.com/article/270646-overview）。しかしな

がら、骨転移、傍大動脈リンパ節の疼痛または鎖骨上リンパ節腫脹がみ

られる症例では、短期間の放射線療法によって症状を緩和できる場合が

ある 178,227,228。 

放射線療法と骨盤除臓術の適応がない骨盤外転移例および骨盤外再発例

には、しばしば化学療法が推奨される。化学療法に対して反応が得られ

た症例では、疼痛やその他の症状を緩和できる可能性がある。いくつか

のランダム化第 III 相試験（次節を参照）の結果に基づけば、過去にシス

プラチンを放射線増感剤として使用していた転移例では、プラチナ製剤

を含む多剤併用レジメンの方が単剤レジメンよりも望ましい 229,230。しか

しながら、化学療法に対する反応は短期間に終わる場合も多く、生存期

間の延長が得られることはまれである。 

一次治療としての多剤併用化学療法 

シスプラチンは転移性子宮頸癌に対して最も有効な薬剤と考えられてい

る 231。しかしながら、転移例の大半は初回治療としてシスプラチン/放

射線療法の同時併用療法を受けており、もはやプラチナ製剤の単剤療法

に対する感受性は低下している可能性がある 229,230。シスプラチン/パク

リタキセル/ベバシズマブ（望ましいレジメン、カテゴリー1）、シスプラ

チン/パクリタキセル（望ましい、カテゴリー1）、シスプラチン/ノギテ

カン（カテゴリー2A）などのシスプラチン含む多剤併用化学療法レジメ

ンについては、臨床試験において大規模な検証がなされてきた 229,230,232-

235。264 例を対象としたランダム化第 III 相試験（GOG 169）では、子宮

頸癌の転移例、再発例または治療抵抗例においてシスプラチン/パクリタ

キセルとシスプラチン単剤との比較が行われた。生存期間の中央値には

改善がみられなかったものの、奏効率は 2 剤併用群の方がシスプラチン

単剤群よりも高く（36％対 19％）、PFS の延長（4.8 ヵ月対 2.8 ヵ月；P

http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/f_guidelines.asp
https://www.nccn.org/professionals/physician_gls/pdf/palliative.pdf
https://www.nccn.org/professionals/physician_gls/pdf/palliative.pdf
http://www.nccn.org/
http://emedicine.medscape.com/article/270646-overview
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＞0.001）も認められた 229。また、シスプラチン/パクリタキセル群で反

応が得られた患者では、生活の質の有意な改善が認められた。 

さらに別のランダム化第 III 相試験（GOG 179）では、再発または治療抵

抗性の子宮頸癌患者 294 例を対象として、シスプラチン/ノギテカンとシ

スプラチン単剤との比較が行われた。その結果、ノギテカンとの併用レ

ジメンの方がシスプラチン単剤よりも全奏効率（27％対 13％；P＝

0.004）、PFS（4.6 ヵ月対 2.9 ヵ月；P＝0.014）、生存期間中央値（9.4 ヵ

月対 6.5 ヵ月；P＝0.017）において優れていることが示された 230。FDA

（米国食品医薬品局）は、進行子宮頸癌に対するシスプラチン/ノギテカ

ンの使用を承認している。しかしながら、シスプラチン/パクリタキセル

とカルボプラチン/パクリタキセルの方がシスプラチン/ノギテカンより

毒性が低く、投与が容易である 236。 

ある第 III 相試験（GOG 204）では、計 513 例の転移例および再発進行例

を対象として、シスプラチンを含む 4 つの 2 剤併用レジメン（シスプラ

チン/パクリタキセル、シスプラチン/ノギテカン、シスプラチン/ゲムシ

タビン、シスプラチン/ビノレルビン）が比較された 234。シスプラチン/

ノギテカン、シスプラチン/ゲムシタビン、シスプラチン/ビノレルビンの

いずれも対照群に採用されたシスプラチン/パクリタキセルより劣ってい

ることが明白となったため、この試験は無益性の解析結果に基づき早期

終了となった。全生存期間に有意差は認められなかったものの、奏効率、

PFS、全生存期間（12.9 ヵ月対 10 ヵ月）の傾向は、いずれもシスプラチ

ン/パクリタキセルが他のレジメンより優れていることを示唆している。

シスプラチン/パクリタキセル群では、他のレジメンと比較して血小板減

少症および貧血の減少が認められた（ただし同時に悪心、嘔吐、感染症、

脱毛症の増加も認められた）。 

最近の第 III 相ランダム化相試験（GOG 240）では、子宮頸癌の転移例、

治療抵抗例および再発例計 452 例を対象として、多剤併用化学療法レジ

メンへのベバシズマブの追加が検討された（シスプラチン/パクリタキセ

ル/ベバシズマブまたはノギテカン/パクリタキセル/ベバシズマブ）。こ

の 2 つの化学療法レジメンについて得られた統合データの解析から、ベ

バシズマブの投与を受けた患者で全生存期間が有意に改善したことが明

らかとなった（16.8 ヵ月対 13.3 ヵ月；P＝0.007）235。ノギテカン/パク

リタキセル（カテゴリー2A）にシスプラチン/パクリタキセルに対する優

位性は示されなかったが、シスプラチンの適応がない患者では代わりの

治療法として考慮してもよい 235。毒性（例えば、高血圧、血栓塞栓症、

胃腸瘻）はベバシズマブの方が強かったが、患者の報告による生活の質

に有意な低下は認められなかった（P＝0.27）237。再発、治療抵抗性また

は転移性子宮頸癌症例に対する全身療法に関する 19 の試験から得られた

データを対象とした、2017 年に実施された系統的レビューとメタアナリ

シスにおいて、シスプラチン/パクリタキセルまたはノギテカン/パクリ

タキセルへのベバシズマブの追加は、ベバシズマブを含まない他のすべ

ての化学療法レジメンと比較して、OS を改善する傾向が認められた 238。

ベバシズマブを含むこれら両レジメンは、治療抵抗性、再発または転移

性子宮頸癌の治療におけるカテゴリー1 の望ましい選択肢に含まれている。 

最近発表された第 III 相ランダム化試験（JCOG0505）のデータから、子

宮頸癌の転移または再発例 253 例ではカルボプラチン/パクリタキセルが

シスプラチン/パクリタキセルに劣らなかったことが示唆されている 239。

投与が容易で忍容性も良好であることから、現在では多くの医師がカルボ

プラチン/パクリタキセルを採用している 240。JCOG0505 試験の結果から、

カルボプラチン/パクリタキセル（TC）レジメンは、全生存期間中央値の

点でシスプラチン/パクリタキセル（TP）に劣らないこと（TP 18.3 ヵ月

に対して TC 17.5 ヵ月、HR＝0.994（90％CI、0.79～1.25）；P＝0.032）、

ならびに TC を受けた患者で非入院期間が有意に延長したことが示された
239。しかしながら、過去にシスプラチン投与を受けたことがなかった患者

の OS は、TC と TP でそれぞれ 13.0 ヵ月と 23.2 ヵ月であった（HR＝

1.571；95％CI、1.06～2.32）239。これらのデータに基づき、当委員会は

過去にシスプラチン投与を受けたことのある患者に対してカルボプラチン

/パクリタキセルをカテゴリー1 の望ましい選択肢として推奨する（他の

適応に対してはカテゴリー2A）。 

シスプラチン/パクリタキセルおよびカルボプラチン/パクリタキセルレ

ジメンに関するデータを用いた最近の系統的レビューでも、子宮頸癌の

再発例や転移例の治療においては、カルボプラチンをベースとする比較

http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/f_guidelines.asp
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的毒性の低いレジメンが、シスプラチンを含むレジメンと同等の有効性

を示す代替治療になりうることが示唆されている 241。GOG 240 試験と

JGOG0505 試験のデータを統合した知見に基づき、当委員会は再発また

は転移性子宮頸癌に対する追加の望ましいレジメンとして、カルボプラ

チン/パクリタキセル/ベバシズマブを含めることとした（カテゴリー

2A）。過去の研究結果に基づき、シスプラチン/パクリタキセルとカルボ

プラチン/パクリタキセルは、転移性または再発子宮頸癌に対する全身療

法で最も広く用いられるレジメンとなっている。しかしながら、タキサ

ン系薬剤が使用できない可能性のある患者では、シスプラチン/ノギテカ

ンが依然として妥当な代替レジメンとなる 230。2019 年に、当委員会はシ

スプラチン/ゲムシタビンを一次治療としての多剤併用療法の候補から削

除することを投票で決定した。プラチナ製剤を含まないレジメンについ

ても研究が行われており、プラチナ製剤を含む化学療法に耐えられない

患者ではそれらを考慮してもよい 242。 

単剤療法 

シスプラチンは一般に最も活性の高い薬剤と考えられており、再発または

転移性子宮頸癌に対する単剤での一次化学療法の望ましい選択肢として推

奨される。奏効率は約 20～30％と報告されており、ときに完全奏効も報

告されている 229,231,243,244。シスプラチンでの全生存期間は約 6～9 ヵ月で

ある。カルボプラチンとパクリタキセルについても、それぞれで忍容性と

有効性が報告されており、これらもまた単剤での一次化学療法の候補とな

る 245-248。したがって、手術や放射線療法によるアプローチが適用できな

い再発例には、単剤（シスプラチン、カルボプラチン、パクリタキセル）

での緩和療法が合理的なアプローチとなる。 

PD-L1 陽性または MSI-H/dMMR の子宮頸癌に対する二次治療における望

ましいレジメンとして、ペムブロリズマブが追加された（カテゴリー

2A）249-251。上記の薬剤以外で、一定の奏効率ないしは PFS の延長を示

し、二次療法として有用となりうる推奨薬剤（すべてカテゴリー2B）と

しては、ベバシズマブ 252 のほか、アルブミン結合パクリタキセル（ナブ

パクリタキセル）253、ドセタキセル 254、フルオロウラシル 255、ゲムシタ

ビン 256、イホスファミド 257,258、イリノテカン 259、マイトマイシン 260、

ペメトレキセド 261、ノギテカン 262,263、ビノレルビン 264などがある。 

その他の薬剤 

分子標的療法と生物製剤は、選択された子宮頸癌症例に対する役割が確

立されている。本ガイドラインでは、再発例または転移例の治療におい

てペムブロリズマブとベバシズマブが追加された。これらを始めとする

分子標的薬と生物製剤は、依然として活発に検討されている領域である。 

薬物反応 

事実上すべての薬物には、投与中または投与後に有害反応を引き起こす

可能性がある 265。子宮頸癌に対する治療において有害反応を引き起こす

ことが多い薬剤としては、カルボプラチン、シスプラチン、ドセタキセ

ル、リポソーム化ドキソルビシン、パクリタキセルなどが挙げられる。

これらの薬物による有害反応の大半は軽度の注入反応（皮膚反応、心血

管反応、呼吸または咽喉絞扼感）であるが、より重度のアレルギー反応

（すなわち生命を脅かすアナフィラキシー）が発生する場合もある 266,267。

さらに、重度の注入反応や軽度のアレルギー反応が発現する場合もある。

注入反応はパクリタキセルで起こりやすく 268、アレルギー反応（すなわ

ち真の薬物アレルギー）はプラチナ製剤（例えば、シスプラチン）で起

こりやすい 268,269。 

薬物反応の取り扱いについては、NCCN卵巣癌ガイドラインにおいて考

察されている 268。重要な点として、過去に生命を脅かす重度の反応を経

験した症例では、アレルギー専門医か脱感作療法の専門医による評価を

受けない限り、その反応に関係した薬剤を再投与しないように注意すべ

きである。以前に軽度のアレルギー反応を経験した症例で同じ薬剤を再

投与することが適切と判断された場合には、たとえ症状が消失している

としても、脱感作レジメンが推奨される。様々な脱感作レジメンが公表

されおり、それらに従うべきである 269-271。過去に薬物反応を起こしたこ

http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/f_guidelines.asp
https://www2.tri-kobe.org/nccn/guideline/gynecological/japanese/ovarian.pdf
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とのある症例では、毎回の投与時に脱感作を行う必要がある。脱感作は

ほぼ全例で可能である 265。最大限の安全性を確保するため、脱感作は集

中治療室で行うべきである 265。 

緩和療法 

全身転移を来した治療抵抗例には、ホスピスケア、疼痛管理、感情面や

霊的側面の支援などを含めた、状況に応じて個別化した包括的な共同ア

プローチが必要となる（NCCN Guidelines for Palliative Careを参照）。 

偶発子宮頸癌 

ときに筋膜外子宮全摘出術の施行後に偶然、浸潤性子宮頸癌が発見され

ることがある。こうした患者には、病歴聴取と身体診察、血算（血小板

を含む）、肝および腎機能検査などによる精査を行う。推奨される画像検

査としては胸部 X 線撮影、CT または PET/CT などがあり、肉眼的な残存

病変を除外するために必要に応じて MRI を施行してもよい。しかしなが

ら、IB1 期以前の症例では画像検査の施行は任意である。 

こうした症例に対する適切な術後補助療法については、指針として利用

できる決定的なデータが得られていない。脈管侵襲がみられない IA1 期

の子宮頸癌症例には、サーベイランスが推奨される。当委員会は、脈管

侵襲を認める IAI 期症例、IA2/IB 期症例または断端陽性/肉眼的残存病変

の症例に対する治療計画は切除断端の状態に基づいて判断すべきである

と考えている。断端陽性で画像上リンパ節転移が陰性の場合は、骨盤照

射とプラチナ製剤を含む化学療法との同時併用±個別化した小線源治療

が推奨される。放射線増感を目的とする推奨レジメンとしては、シスプ

ラチン（望ましい）、カルボプラチン（シスプラチンが耐えられない場

合に望ましい）、シスプラチン/フルオロウラシルなどがある。 

IA2 期以上の症例で切除断端および画像診断が陰性となった場合の選択肢

としては、1）骨盤照射＋小線源治療±プラチナ製剤を含む化学療法の同

時併用を行うか、2）子宮全摘標本が Sedlis Criteria を満たさない場合、

子宮傍結合織摘出術＋上部腟切除術＋骨盤リンパ節郭清±傍大動脈リン

パ節サンプリング（傍大動脈リンパ節サンプリングはカテゴリー2B）を

考慮する。典型的には、リンパ節転移が陰性で残存病変が認められない

症例には経過観察が推奨される。しかしながら、後にリンパ節転移陽性、

断端陽性または子宮傍結合織浸潤陽性のいずれか 1 つでも認められた場

合には、化学放射線療法±腟内小線源治療が推奨される。 

子宮全摘標本での断端陽性、肉眼的な残存病変、画像診断での陽性所見

または Sedlis criteria を満たす原発腫瘍を認める場合には、骨盤照射＋プ

ラチナ製剤を含む同時化学療法（＋腟断端が陽性の場合は個別化した小

線源治療）が推奨される 31。 

放射線療法 

子宮頸癌患者の管理においては、1）局所進行例や手術適応のない症例に

対する根治的な治療法として、もしくは 2）広汎子宮全摘出術の施行後に

病理学的な危険因子（例えば、リンパ節転移、子宮傍結合織浸潤、断端

陽性、大きな腫瘍、深い間質浸潤、脈管侵襲）が 1 つでも認められる症

例に対する術後補助療法として、しばしば放射線療法が用いられる。 

診療アルゴリズムでは放射線療法における一般的な推奨線量が提示され

ており、適切な治療レジメンを策定する上では放射線療法の手法と臨床

判断が必須の要素となることから、線量だけで独立した推奨と解釈する

べきではない。 

IB2 期、IIA2 期または進行期の症例では、原発腫瘍の体積と流入リンパ節

を正確に把握するために、腹部骨盤領域の画像検査（CT、MRI または

PET/CT）などによる各症例に最適な病期診断の施行が推奨される。施行

する画像検査は、腫瘍の進展度、特に腟および子宮傍結合織への進展を

明らかにするための臨床所見の慎重な評価と関連付ける必要がある。 

http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/f_guidelines.asp
https://www.nccn.org/professionals/physician_gls/pdf/palliative.pdf
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放射線治療計画 

画像診断法やコンピュータ治療計画システム、直線加速器などの技術面

の進歩により、骨盤領域に対する放射線照射の精度は更なる向上を遂げ

ている。しかしながら、位置的なエラーを避けるためには、腫瘍の進展

範囲、潜在的な進展経路、過去の局所領域再発のパターンなどに関する

明確な情報に物理的な線量分布を正確に適合させる必要がある。 

標的の形状に合わせた遮蔽（conformal blocking）と線量測定による CT

ベースの治療計画が現在の外照射療法における標準と考えられている。

小線源治療は、手術適応のない症例（すなわち未切除の子宮頸癌患者）

の根治的な治療において極めて重要な方法となっており、また術後補助

療法として施行することも可能である。総合治療計画の一環として、外

照射と組み合わせて施行されるのが通常である。小線源治療の直前に施

行する MRI は、残存腫瘍の輪郭を把握する上で有用となりうる。体幹部

定位放射線治療（SBRT）は、焦点を絞った非常に高い線量での外照射が

可能であり、孤立性の転移部位に適用することができる 272,273。 

コーンビーム CT（CBCT）などのルーチンの画像誘導が日常的な体内軟

部組織の位置決めを明確にする上で役立つ可能性がある。肉眼的標的体

積（GTV）、臨床標的体積（CTV）、計画標的体積（PTV）、リスク臓器

（OAR）および線量体積ヒストグラム（DVH）の概念については、原体

照射（具体的には IMRT）での採用を前提に定義されている 274-276。 

子宮傍組織の基準点を表す A 点が、今日まで最も広く用いられ、検証さ

れている再現性の高い線量パラメータである。しかしながら、A 点を用

いる線量システムには、腫瘍の三次元的形状や個々の腫瘍と正常組織構

造との相関関係が考慮されていないなどの限界がある。MRI、CT または

超音波を用いた画像ベースの体積測定を行う小線源治療の利用とその標

準化が試みられており、国際的な妥当性検証の取組みが進行中である

（EMBRACE、NCT00920920）277-280。 

局所進行癌の症例では、腫瘍を縮小させて腔内での最適な線源留置を可

能とするために、最初に 40～45Gy の全骨盤照射が必要となる場合が多

い。低線量率腔内照射システムにより、小線源治療と外照射による A 点

総線量は現在、小さな腫瘍では 80Gy 以上、大きな腫瘍では 85Gy 以上が

推奨されている

（http://www.americanbrachytherapy.org/guidelines/cervical_cancer_task

group.pdf）120。 

腟の下 1/3 に病変が存在する場合は、鼠径リンパ節に対する治療が必要

となる。潜在的または肉眼的な傍大動脈リンパ節転移に対する治療に拡

大照射野を用いる場合は、腸管、脊髄、腎臓に対する耐容線量を超えな

いようにしつつ、十分な線量（微小転移巣には 45Gy）を確保するべく、

入念に計画を立てる必要がある 281。照射体積と線量に関する全般的な推

奨については、アルゴリズムの中で考察している。 

強度変調放射線療法（IMRT）が広く施行されるようになってきたが、標

的の決定、患者および標的の固定、組織の変形、毒性、再現性などに関

する課題は、現在もなお検証中の段階にある 282-289。RTOG 418 試験で得

られた第 II 相初期の血液毒性データから、同時化学療法を受けている子

宮頸癌患者では、IMRT の対象とする骨髄の照射体積を限定することが重

要な検討事項であることが示唆されている 290。最近報告された TIME-C

試験（RTOG 1203、NCT01672892）では、IMRT によって急性毒性が軽

減されるか否かを判断するべく、子宮全摘出術に続いて術後補助 IMRT

または標準的な四門照射の放射線療法を受けていた患者の比較が行われ

た。解析の対象とされた子宮頸癌および子宮内膜癌患者 278 例において、

骨盤 IMRT に標準の放射線療法と比較して消化管および尿路毒性の有意

なスコア低下との関連が認められた 291。 

http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/f_guidelines.asp
http://www.americanbrachytherapy.org/guidelines/cervical_cancer_taskgroup.pdf
http://www.americanbrachytherapy.org/guidelines/cervical_cancer_taskgroup.pdf
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いくつかの後ろ向きの解析から、放射線療法の長期化によって転帰が悪

化する可能性が示唆されている 292-296。総治療期間が 6～8 週間を超える

場合、総治療期間が 1 日延長される毎に骨盤内制御率と原因特異的生存

率が約 0.5～1％ずつ低下する可能性がある。したがって、ランダム化試

験による前向きの検討は行われていないものの、放射線療法は全コース

（外照射と小線源治療の両方を含む）を一定期間内（8 週間以内）に完了

すべきであり、放射線照射の遅延や分割は可能な限り避けるべきである

との見解が広く受け入れられている。 

正常組織に関する配慮 

子宮頸癌における放射線治療計画では、直腸、膀胱、S 状結腸、小腸、

骨などの周囲の重要構造物に対する潜在的な影響を考慮に入れなければ

ならない。放射線照射を受けた患者の大半では、ある程度の急性作用

（下痢、膀胱刺激症状、疲労など）が出現し、これらは一般に同時併用

する化学療法によって増強される。しかしながら、こうした急性作用は

薬物投与や支持療法で管理できる場合が多い。また治療に伴う閉経の予

防を目的として、選択された若年症例（45 歳未満の早期症例）では骨盤

照射の前に卵巣移動術を考慮することができる 125-127。 

子宮頸癌に対する治療後の遅発性の有害作用としては、膀胱、直腸、腸

管、骨盤の損傷などが生じうる 297。重大な合併症（例えば、閉塞、線維

化/壊死、瘻孔）のリスクには、照射体積、総線量、1 回線量、照射野に

含まれる正常組織の固有の放射線感受性などが関連する 281,298,299。最善の

治療成績を得るためには、腫瘍に対する線量分布を維持しながら正常組

織の被曝量を最小化するために、入念な遮蔽を行うことが極めて重要と

なる。さらに、患者固有の条件（炎症性腸疾患、膠原病、複数回の腹部/

骨盤手術の既往、骨盤内炎症性疾患の既往、糖尿病など）が線量や照射

体積の決定に影響を及ぼす。 

大半の患者では 40～50Gy の全骨盤照射が忍容可能であるとの見解が広

く受け入れられている。子宮傍結合織や未切除のリンパ節に認められた

肉眼的な病変には、綿密に輪郭を指定した上で 60～65Gy までの追加照

射を行ってもよい。腔内照射療法での追加照射には、頸部および腟尖に

向かい合うように子宮内でアプリケーターを適切に留置するのに注意を

要するとともに、膀胱と直腸を最大限移動させるために適切なパッキン

グも必要となる。SBRT は、小線源治療に代わる適切なルーチンの治療

法とはみなされていない。 

子宮頸癌と妊娠 

子宮頸癌は妊婦で診断される婦人科癌のうち最も頻度の高い癌種である

が、大半の症例が I 期である 300-303。一方、妊娠中に浸潤性子宮頸癌を発

症すれば、臨床におけるジレンマの原因となり、集学的治療が必要とな

る 300,304。この場合、胎児の成熟が確認できるまで治療を遅らせるか、直

ちに病期に基づく治療を受けるかについて、患者は難しい決断を迫られ

ることになる 301,304。胎児が成熟するまで治療を遅らせた場合の分娩は、

帝王切開によって行うべきである 303,305,306。早期子宮頸癌の妊婦における

妊娠を維持した広汎子宮頸部摘出術の成功例が数例報告されている 53,307-

309。 

早期の患者は、放射線線維症を回避して卵巣を温存するために、放射線

療法ではなく広汎子宮全摘出術＋リンパ節郭清を希望することがある。I

期症例で胎児の成熟まで治療を遅らせる場合には、帝王切開と同時に広

汎子宮全摘出術と骨盤リンパ節郭清を施行することが可能である。放射

線療法を選択した症例では、化学療法を併用する（または併用しない）

従来の放射線療法のプロトコール（前述）に修正が必要となる場合があ

る 303。 

http://www.nccn.org/professionals/physician_gls/f_guidelines.asp
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要約 

米国ではスクリーニングが広く実施されているため、子宮頸癌は減少し

ているが、一方の発展途上国では、多くの女性がスクリーニングを受け

られないでいるため、子宮頸癌は増加している（死亡数は約 275,000 人/

年）。子宮頸癌に対する有効な治療法（手術や同時化学放射線療法な

ど）の確立により、早期（ I 期～ II 期）では 80％、 III 期では

60％の症例で治癒が得られるようになっている。さらに望まれるのは、

HPV に対する予防接種（ワクチンの使用）によってワクチンの対象とさ

れている型の HPV による持続感染を予防し、ひいては女性における特定

の HPV 関連癌を予防していくことである 15,16,310。 
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表 1： 

化学療法と放射線療法を同時併用した 5 つの臨床試験における相対死亡リスクの推定値 

試験* FIGO 病期 対照群 比較群 比較群における相対死

亡リスク 

Keys et al.† IB2 期 放射線療法 放射線療法＋シスプラチン

週 1 回 

0.54 

 

Rose, Bundy, 
Watkins et 
al.† 

 

IIB～IVA 期 

 

放射線療法＋ヒド

ロキシカルバミド 

放射線療法＋シスプラチン

週 1 回 

0.61 

放射線療法＋シスプラチン/

フルオロウラシル/ヒドロキ

シカルバミド 

0.58 

Morris et al.† IB2～IVA 期 拡大照射野での放

射線療法 

放射線療法＋シスプラチン/

フルオロウラシル 

0.52 

Whitney et al. IIB～IVA 期 放射線療法＋ヒド

ロキシカルバミド 

放射線療法＋シスプラチン/

フルオロウラシル 

0.72 

Peters et al. IB または IIA 期

（術後に選択） 

放射線療法 放射線療法＋シスプラチン/

フルオロウラシル 

0.50 

 

略語：FIGO、International Federation of Gynecology and Obstetrics 

* 参考文献については、すべて考察を参照のこと。 

† これらの試験結果はすでに更新されている（考察を参照）。 

転 載 許 諾 済 ： Thomas GM. Improved treatment for cervical cancer concurrent chemotherapy and radiotherapy. N Engl J Med 

1999;340(15):1198-1200. Copyright© 1999 Massachusetts Medical Society.無断転載を禁止する。 
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